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1. 事業の基本事項 

1.1. 事業目的 

地域の公共交通を取り巻く環境は、利用者が減ることによる公共交通のサービス低下、

サービス低下による利用者減という負のスパイラルに陥り、交通事業者だけでは改善でき

ない状況に陥っている。そのため、自治体は補助金による事業者支援やコミュニティバス

の運行に取り組んでおり、公共交通に対する自治体の役割が増大している。 

しかし、平成 28 年度九州管内における公共交通基礎調査によると「公共交通の専任担

当者がいない」とする市町村は 83.2%に上る。これらの専任担当者は減少傾向にあり、自

治体におけるマンパワーの不足が問題となっている。このような状況下においては、公共

交通施策の現状分析や評価、利用促進、企画立案等に専門的な知識を持った職員が注力し

ていくことは困難であると考えられる。  

一方、大学においては平成 19 年 6 月の学校教育基本法改正の中で大学が果たすべき役

割として教育研究の成果を広く社会に提供することが新たに位置づけられており、各大学

による地域貢献活動や地域に入り込んでの研究活動が活発に実施されている。また、平成

25 年度からは文部科学省が「地（知）の拠点整備事業」を立ち上げ、大学、短期大学及び

高等専門学校（以下、高等教育機関という）を地域の課題解決に資する情報・技術拠点と

して機能強化していくことを求められている。  

今回の調査においては、学生を主体とした地域公共交通の利用促進に焦点を当てつつ、

高等教育機関の知識・技術の活用や学生の主体的な主体的な参加による高等教育機関と自

治体が協働した公共交通推進のあり方を検討し、今後の取り組みの参考となり得る公表用

資料を作成することを目的とする。 

 

 

図 1-1 3 者の課題と高等教育機関と連携したプロジェクトの効果 
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1.2. 事業項目 

（1） 学生を主体とした地域公共交通の利用促進に関する事例整理  

（2） 実施主体の募集  

（3） 地域及び高等教育機関と取組みの計画に対する支援  

（4） 効果の検証、結果の整理  

 

1.3. 事業の対象範囲 

実施主体の募集と取組みの支援は九州内（事例収集は全国） 

 

1.4. 事業の実施フロー 

本業務の実施フローを図 1-1 に示す。 

 

 

図 1-2 事業の実施フロー  

業務着手 

（１）学生を主体とした地域公共交通の利用

促進に関する事例整理 

・事例収集 

・タイプ分類の設定 

・支援のタイプ別による効果・期待と課題 

（２）実施主体の募集 

・選定要件に沿って募集 

（３）地域及び高等教育機関の取組みの計

画に対する支援 

・プロジェクトの推進支援 

（４）効果の検証、結果の整理 

打合せ① 

打合せ② 

打合せ③ 

照査 

照査 

照査 

3 地域合同意見交換会の実施 

利用促進策の実施（3 地域） 

他地域展開のマニュアルの作成 
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1.5. 事業の実施方針 

実施方針① 高等教育機関の支援のタイプ別に事例整理することで他地域展開を促進 

➢ 高等教育機関と自治体の協働を進めるにあたっては、当該地域の高等教育機関

の有無、交通政策の研究・地域まちづくりの研究を行っている学部・研究室の

有無、自治体の状況、公共交通の状況等によりそれぞれ異なっている 

➢ そこで、高等教育機関の支援のあり方をタイプ別に分類し、事例を整理するこ

とにより、その地域がどういう高等教育機関の支援を得ることが可能なのか、

把握できるようにすることで、利用促進事例を他地域にも展開できるようにす

る 

 

実施方針② 実施主体の募集及び計画に対する支援におけるフィールドの確実な確保 

➢ 高等教育機関と自治体の協働による利用促進策の実施は、高等教育機関の事情

（研究費の確保等）、自治体の事情（利用促進予算の確保等）、公共交通の状

況（利用低迷、交通事業者との良好な関係等）といった各条件が揃わないと実

現できない困難な課題である 

➢ すでに豊後大野市では高等教育機関と連携した「大人の社会見学」（大分大学

の協力）事業を継続実施されており、既に事業を実施されている関係者にも協

力を打診しながら実施フィールドを確保 

➢ その他、計画推進事業に採択されている自治体等への協力依頼を行い、高等教

育機関とのネットワークを活かしたマッチングを行い、3 か所程度の実施フィ

ールドを確保する 

 

実施方針③ 実績や有識者とのネットワークを活かした効果の検証 

➢ 豊後大野市での実績を踏まえ、高等教育機関と自治体の協働による利用促進策

の効果と課題について、「時間軸」「人的体制」「コスト」等の視点から整理

する 

➢ 豊後大野市の事例では、手厚い体制でコストもかけて実施することにより、参

加者の満足度は高くその後の利用増加にもつながり、事業効果は高かった半

面、運営側からは人的・コスト的課題と他地域への展開の困難性が浮かび上が

ったことから、多様な支援のあり方とその効果・課題を分析することが重要 

➢ その他、都市計画学会や交通工学研究会等、学会における大学・有識者とのネ

ットワーク等も活用して効果の検証を行う 
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2. 学生を主体とした地域公共交通の利用促進に関する事例整理  

学生を主体とした地域公共交通の利用促進事例等について整理を行い、それぞれの特

徴について整理した。 

 

2.1. 方法と支援のタイプ分類別事例整理 

インターネットや有識者等から収集した事例の整理より、高等教育機関の支援を４タ

イプに分類した。支援のタイプは学生の参加の有無とプロジェクトの企画検討・提案段

階と実施段階で 2 軸に分けて、「先生による助言型」「研究アプローチ型」「一般プロジェ

クト型」「学生プロジェクト型」とした。 

学生プロジェクト型は、一般プロジェクト型と比較して、学生が主体性を発揮するこ

とで様々な効果が期待され、利用促進事業の推進力を高めると考えられる。 

 

 

図 2-1 支援のタイプ分類 

  

利用者企画運営

自治体 先生 学生

学生プロジェクト型

研究アプローチ型

自治体
実
施
段
階

企
画
検
討
・
提
案
段
階

学生参加学生不参加

先生

自治体 先生 学生

一般プロジェクト型

先生による助言型

交通事業者

交通事業者 交通事業者地域住民

利用者 企画運営

学生 地域住民

授業の教材、ゼミのテーマ等で主に
学内での企画検討・提案にとどまる
もの。提案がプロジェクト実施につ
ながる場合もある

高等教育機関と連携したプロジェク
ト実施。学生が主体性を発揮するこ
とで、様々な効果が期待され、プロ
ジェクトの推進力を高める

自治体と交通事業者による一般的な
プロジェクト実施。一定の効果はあ
るものの、高等教育機関が関与する
ことによる効果は期待できない

協議会等での先生の助言等一般的な
高等教育機関の関与
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2.2. 利用促進の事例整理 

支援のタイプ分類毎に事例を整理して、１．実施体制、２．地域公共交通の推進の取り組

み内容・特徴、３．取組みに至る経緯、４．取組みの成果・課題について整理した。整理した

事例の概要を以下の表に記載する。 

 

表 2-1 支援のタイプ別事例整理表 

支援のタイプ 利用促進の事例 自治体・高等教育機関・ 

事業者 

先 生 に よ る 助 言

型 

協議会での先生によるアドバイス等 各地域での公共交通協議会・交

通会議など 

研 究 ア プ ロ ー チ

型 

授業での路線改善の議論・提案 九州大学（昭和バス・西の浦線） 

バスの利用促進を考える座談会 沖縄県、県内の高校生 

一 般 プ ロ ジ ェ ク

ト型 

バストリガー制度による利用促進 石巻市・バス事業者 

学 生 プ ロ ジ ェ ク

ト型 

 

「大人の社会見学」（学生主体による高齢

者のバス体験試乗イベント） 

豊後大野市・大分大学大井ゼ

ミ・三重総合高校・コミバス事

業者 

夏休み限定の無料シャトルバスの提案・実

現 

熊本高専トラフィックデザイ

ン部、産交バス、おれんじ鉄道 

市バスの利用促進（情報発信、バス絵画コ

ンテスト、ポスター制作） 

富士市、南山大学石川ゼミ、コ

ミバス事業者 
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 先生による助言型 

協議会等のアドバイザー 

１．対象自治体・高等教育機関（大学等） 

自治体名 各自治体 

事業者 路線バス事業者等 

高等教育機関名 高等教育機関の先生のみ（学生不参加） 

２．地域公共交通の推進の取り組み内容・特徴 

 高等教育機関の先生が交通関係の会議にアドバイザーとして参加する一般的な事例 

 例：地域公共交通網形成計画や地域公共交通再編実施計画の作成等に伴い、大学の先生

が学識者として地域交通協議会に参加 

 協議会の開催毎に事務局が作成した網形成計画案に関する意見を学識者から伺い、その

内容を反映する 

 

 
 

３．取組みに至る経緯 

 各自治体から先生への打診や運輸支局の紹介等により、先生が有識者として協議会に参

加する 

 

４．取組みの成果・課題 

 学識者の助言により、具体的で専門的な内容について議論を深め、その内容が網形成計

画に反映される 
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 研究アプローチ型 

授業での路線改善の議論・提案 

１．実施体制  

自治体名 福岡市 

事業者 路線バス事業者 

高等教育機関名 九州大学景観研究室 

２．地域公共交通の推進の取り組み内容・特徴 

 九州大学のまちづくり授業の一環として、福岡市西の浦の路線・ダイヤの改善に取り組

み、地域住民へ提案した。テーマは「北崎を元気にするためのバスの在り方を考える～

北崎を通るバス交通の見直し～」 

 42 名の学生が 4 班に分かれ、事例調査、現地ヒアリング、アンケート調査、検討などを

行い、各班内で議論を重ね、バス改善策を提案 

 発表会当日は、北崎地区の住民、西の浦線利用者、バス事業者、自治体 30 名が集まる中

で発表 

 

 
 

３．取組みに至る経緯 

 九州大学景観研究室が福岡市北崎地区のまちづくりに参加していることがきっかけで、

まちづくり授業が行われている際の題材にあがった。 

 

４．取組みの成果・課題 

 利用者が減少している北崎地区のバス改善策を提案した。 

 提案した内容はその後実現には至っていない。 
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バスの利用促進を考える座談会 

１．実施体制  

自治体名 沖縄県 

事業者 バス事業者 

高等教育機関名 沖縄県内の高校生 

２．地域公共交通の推進の取り組み内容・特徴 

 地域住民が自身のバスに関する考えについて意見交換をして、その内容を学生、バス事

業者、行政が一緒になりバス利用環境の課題について整理する。 

 課題が解決された状態を想定し、現在から課題解決までのシナリオを考える。 

 ワークショップで出された意見を基に、実際に解決策を考え全参加者の統一した方向性

を定める。 

３．取組みに至る経緯 

 沖縄に拠点を置く実現型ディスカッション企業「がちゆん」と沖縄タイムス社による教

育イベント「夏の政治キャンプ 2016」に参加した学生が請願書を沖縄県に提出した。請

願書は以下の内容である。 

➢ 公共交通利用増加へ向けた割引及び特典に関する請願 

➢ 沖縄全県を運行するバス停・案内に対する利便性の充実に関する請願 

➢ 路線バスのユニバーサルデザイン化に関する請願 

➢ そこで、現在のバス利用における課題を見つけ、バス利用増加へ向けた取り組みに

ついて考える。 

４．取組みの成果・課題 

 各組織とバス会社が反発しあうのではなく、「協働」することで新たなサービスや利用

促進に繋がるという事実を参加者全体で共有できた。 

 各組織(高校 PTA、老人クラブ、商工会議所など)がバス会社に対して出来そうな事、検

討できる事を考え、バス会社も出来そうな事、検討できる事を考えた。 

 両者意見をすり合わせ、お互いが一致して協働できることを見つけ、今後話しあってい

く事とした。 

 全体で価値観を定めることにより、バラバラだった方向性を定めることが出来た。設定

した価値観は以下の通りである。 

➢ バスの良さをもっとアピールして Win-Win の関係を築く 

➢ バスを利用することが社会貢献 

 
ディスカッションの成果の一部 
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 一般プロジェクト型 

バストリガー制度 

１．対象自治体・高等教育機関（大学等） 

自治体名 石巻市 

事業者 路線バス事業者 

高等教育機関名 不参加 

２．地域公共交通の推進の取り組み内容・特徴 

 鮎川線の上限運賃を 1,190 円から 700 円に引き下げるバストリガー制度 

 バストリガー制度とは、バス事業者と利用者が、努力と責任を担いつつ、双方に利点が

生じるシステム 

 予め、沿線の住民等に協力していただく「利用目標ライン」を設定 

 「利用目標ライン」を下回った場合は、減便や乗継運行への変更等を実施する(トリガー

を引く)が、上回った場合は，値下げ料金を維持したまま減便等も実施しない 

  
上限 700 円のバストリガー制度 

３．取組みに至る経緯 

 幹線軸である鮎川線を沿線の住民や企業等で支える公共交通機関にして、来訪者が予約

なしで海岸部の観光名所に行ける「観光路線バス」にするために自治体とバス事業者で

協力して社会実験を実施 

 

４．取組みの成果・課題 

 開始当初より利用者は少なくなったものの、トリガー制度により一定の利用者数を維持

している。 

 
上限 700 円のバストリガー制度 
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 学生プロジェクト型 

大人の社会見学（バスの試乗体験イベント） 

１．実施体制  

自治体名 豊後大野市 

事業者 コミュニティバス事業者 

高等教育機関名 大分大学大井研究室、三重総合高校 

２．地域公共交通の推進の取り組み内容・特徴 

 豊後大野市のコミュニティバスの利用促進事業の一環として、学生が高齢者のバス試乗

体験を支援する取り組み「大人の社会見学」。 

 大分大学大井研究室、三重総合高校の学生が企画検討から実施まで主体的に参加 

 大学側では研究、高校側では授業として取り組まれることで、平成 26 年より毎年継続し

て 4 年間実施。 

 

３．取組みに至る経緯 

 豊後大野市では、平成２３年３月に豊後大野市地域公共交通連携計画を策定し、路線改

正、及び新たなコミュニティバスの運行を計画した。本計画の利用促進の一環として、

コミュニティバスの試乗体験イベントを大分大学、三重総合高校とともに実施。 

 

４．取組みの成果・課題 

 参加された高齢者と大学生・高校生が活発なコミュニケ―ションをとり楽しみながら試

乗体験イベントに参加して、今後自身でのコミニティバスの利用につながる。 

 「大人の社会見学」は 4 年目を迎えたが、事業として安定的に実施できるようになった

半面、話題性や継続性の観点から、改善が必要である。 

 

  
コミュニティバスに乗り、高校生によるイベントや買い物をする 
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夏休み限定の無料シャトルバスの提案・実現 

１．実施体制 

自治体名 熊本県葦北町 

事業者 おれんじ鉄道、産交バス 

高等教育機関名 熊本高等専門学校八代キャンパス トラフィックデザイン部 

２．地域公共交通の推進の取り組み内容・特徴 

 夏の人気スポットである御立岬海水浴場はたのうら御立岬公園駅から歩いて約 30 分の

距離にあり、海水浴場に来る方や熊本高専生にとって不便な立地にあった。 

 熊本工専の Traffic Design 研究会（以下、トラフィックデザイン部）は、たのうら御立

岬公園駅から御立岬海水浴場までのシャトルバスを平成 17 年にバス事業者に提案し

て、その提案内容が実現している。 

 

３．取組みに至る経緯 

平成 17 年 3 月   トラフィックデザイン部が熊本市で開催された 

「地域の夢大賞」にて無料シャトルバスの提案発表 

平成 17 年 5 月   トラフィックデザイン部がおれんじ鉄道へ企画書を提出 

平成 17 年 6 月下旬 シャトルバス運行が認可 

平成 17 年 7 月   シャトルバス運行開始 

平成 17 年 7 月   効果検証のためのアンケート調査実施 

平成 17 年 8 月   シャトルバスの運行終了 

平成 18 年度以降  バス事業者により現在まで継続して運行 

 

４．取組みの成果・課題 

 提案されたシャトルバスは、毎年夏休み期間に「たのうら御立岬公園駅」と「御立岬海

水浴場」間を運行されている。9 時 45 分から 17 時まで、およそ一時間に一本の運行

（1 日/9 本）。 

 

  
           出典:おれんじ鉄道 HP     出典: 芦北町観光協会 

たのうら御立岬公園駅から海水浴場までの夏休み限定の無料シャトルバス 
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富士市特定バス路線利用促進策 

１．実施体制 

自治体名 富士市 

高等教育機関名 南山大学総合政策学部石川ゼミ 

２．地域公共交通の推進の取り組み内容・特徴 

 南山大学総合政策学部石川研究室の学生が「無料情報誌班」「利用促進イベント班」

「時刻表ポスター絵画コンテスト班」に分かれて市と協働で利用促進の取り組みを実

施。 

➢ 無料情報誌の発行による沿線世帯への情報発信 

➢ 子供やその家族に地元のバスを身近に感じてもらうため、バス絵画コンテストの実

施 

➢ バスを身近なものに感じてもらうため、お祭りのような利用促進イベントを開催 

➢ バス沿線の施設別にポスターを制作することによる、施設利用者のバス利用促進 

３．取組みに至る経緯 

 富士市にひまわりバス(右回り、左回り)が走行しており、市内の商業施設や病院等を網羅

している。しかし、1 便当たりの乗車人数は 7.8 人と少ない。 

 そこで、主な利用者である高齢者や就学前後の子供を持つ女性をターゲットにイベント

を実施し、今後の利用促進に繋げるために企画された。 

 

４．取組みの成果・課題 

 富士市役所と連携し、円滑な事業運営ができた。 

 各事業間(4 つの取り組み)の連携を図ることにより、イベントへの来場者を増やすなど、

事業全体の成功を導くことができた。 

 事業実施後に行われたアンケートでは、約 9 割の方が今後ひまわりバスを使おうと思う

といった前向きな意見が見られた。 

 今回の事業は一時的なものであると考えられるため、より継続的な効果を発揮するため

には今後も継続して同じような取り組みを行う必要があると考えられる。 

 モビリティマネジメント（MM）は一時的な取組みであったため、より継続的な効果を期

待するには継続して取り組みにする必要がある。 

 石川研究室と富士市役所が主体となり取り組んだ MM で、これからより利用促進を図っ

ていくためには、運営主体である富士急静岡バスとの連携が必要となる。 

 
バス絵画コンテスト      バス利用によるおでかけプランの提示  
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2.3. 支援のタイプ別による効果・期待と課題 

事例整理の結果に基づき、支援のタイプ別に効果と課題を洗い出した。 

先生による助言型：効果として長期的に専門的なアドバイス等を受けられ、作業時間や

コストは小さい。 

研究アプローチ型：事業の新たなアイデア等が期待され、授業や研究などで取り組まれ

れば自治体としてのコストはあまりかからない。 

一般プロジェクト型：利用促進への一定の効果が得られるものの、学生が主体的に参加

することによる効果は期待できない。 

学生プロジェクト型：学生が主体的に活躍することで、事業実施の推進力として多くの

効果が期待される。一方で、実施体制、作業時間、コストなどの課題が最も大きい。 

 

  

図 2-2 支援のタイプ別効果と課題 

 

本事業では、「学生プロジェクト型」の効果、課題、プロセスの洗い出しを行うために 3

つの実施フィールドでのプロジェクトを支援した。実施フィールドでの成果や課題をもと

に、利用促進の効果を大きく、課題を軽減するためのマニュアルを作成する。このマニュ

アルは、今後、公共交通の利用促進で困っている自治体が高等教育機関と連携したプロジ

ェクトを開始・推進するためのマニュアルである。 

 

利用者企画運営

自治体 先生 学生

学生プロジェクト型

研究アプローチ型

自治体
実
施
段
階

企
画
検
討
・
提
案
段
階

学生参加学生不参加

先生

自治体 先生 学生

【体制】先生と学生が中心
【効果】小中：事業の新たなアイデア等が期待
【作業時間】中：授業・研究による先生と学生の作業時間
【コスト】安：授業・研究費で高等教育機関が負担

【体制】学生が参加する利用促進プロジェクト
【効果】大：学生が活躍することで、一般的なPJよりも更に
大きな利用促進の効果がある
【作業時間】長：学生の作業もあり一般的なPJより更に長い
【実施期間】（短）：定められた期間でPJを実施
【コスト】高：学生の実費もあり一般的なPJより更に高い

【体制】自治体と交通事業者による一般的な事業体制
【効果】中大：PJ実施による効果はあるが、学生が主体的に参
加することによる利用促進の効果は期待できない
【作業時間】中長：PJ実施に向けた準備・作業時間が長い
【実施期間】（短）：定められた期間でPJを実施
【コスト】中高：PJ費用、先生への委託金

【体制】自治体、先生、交通事業者
【効果】小中：事業に対する専門的なアドバイス
【作業時間】短中：先生の会議参加や作業時間
【コスト】安：先生への謝金、交通費の実費

一般プロジェクト型

先生による助言型

交通事業者

交通事業者 交通事業者地域住民

利用者 企画運営

学生 地域住民
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3. 実施主体の募集 

3.1. 実施フィールドの選定 

学生を主体とした地域公共交通の利用促進の実施主体は、他地域へのプロジェクト展

開も見据えて、選定要件（地域バランス、取り組むテーマ、高等教育機関の種類）の異な

る実施フィールドを選定した。 

 

図 3-1 実施フィールドの選定  

  

実施フィールド 水俣市 行橋市 国東半島

都道府県 ・熊本県 ・福岡県 ・大分県

自治体 ・水俣市総務課 ・行橋市都市政策課 ・大分県観光・地域振興課

取り組むテーマ
・ 多 モ ー ド 結 節 点 の 改 善
・公共交通を活用した市内観光
の提案

・バスラッピングデザイン

・バス内装デザイン

・バス停デザイン

・広域観光における公共交通の

活用

高等教育機関
・熊本高等専門学校

八代キャンパス
・西日本工業大学（私立大学） ・大分大学（公立大学）

専門性 ・建築デザイン学科
・情報デザイン学科
・建築学科

・経営システム学科（文系）

先生 ・橋本准教授、川口助教 ・中島教授、梶谷講師 ・大井准教授
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3.2. 実施フィールドへのアプローチ 

まず九州運輸局から参加自治体の募集を行ったところ、水俣市、行橋市の 2 自治体が

参加することとなった。水俣市と行橋市においては、自治体と高等教育機関によるマッ

チングが難しいため、まずコンサルタントによる自治体ヒアリングを行い、取り組むテ

ーマの具体化や連携先を検討した。その後、自治体、コンサルタントで高等教育機関に協

力依頼をして、プロジェクトを開始した。 

大分大学大井ゼミと大分県は、開山 1300 年を迎える六郷満山や国東半島を対象とした

広域観光の協働研究を進めており、本事業の選定要件や豊後大野市での大人の社会見学

での実績を踏まえ、本事業への協力要請をして、本事業へ参加することとなった。 

上記のようにして、水俣、行橋、国東の 3 か所の実施フィールドを確保した。 

 

図 3-2 実施フィールドへのアプローチ  

水俣市
総務課

行橋市
都市政策課

大分大学
大井准教授

自治体と高等教育機関の連携プロジェクト開始

自治体ヒアリング・連携先の検討

高等教育機関へ協力依頼

熊本高専
橋本准教授・川口助教

西日本工業大学
中島教授・梶谷講師

豊後大野市での実績や選定要件を考慮し
て本事業への協力要請

大分県から大井准教授へ共同研究の打診

大分県
観光・地域振興課

九州運輸局による参加意向調査

経営システム学科3年生のゼミ生6名

トラフィックデザイン部の2・3
年生5名

自由公募で集まった学生10
名
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4. 地域及び高等教育機関と取組みの計画に対する支援 

実施主体の現状を加味しながら、企画や準備等について必要に応じて支援を行うと

ともにプロジェクトの課題と効果について把握した。 

 

4.1. 実施フィールドの概要 

実施フィールドである水俣市、行橋市、国東地域の概要と、各自治体が当初想定し

ていた企画を示す。 

表 4-1 ３つの実施フィールドのテーマと関係者 

実施 

フィールド 
水俣市 行橋市 国東半島 

自治体 ・水俣市総務課 ・行橋市都市政策課 ・大分県観光・地域振興課 

取り組む 

テーマ 

・多モード結節点の改善 

・公共交通を活用した市

内観光の提案 

・バスラッピングデザイン 

・バス内装デザイン 

・バス停デザイン 

・広域観光事業における

公共交通の活用 

高等教育機関 ・熊本高専 

八代キャンパス 

・西日本工業大学（私立大

学） 

・大分大学（公立大学） 

専門性 ・建築デザイン学科 ・情報デザイン学科 

・建築学科 

・経営システム学科 

（文系） 

先生 ・橋本准教授、川口助教 ・中島教授、梶谷講師 ・大井准教授 

学生 ・トラフィックデザイン

部の 2 年 3 名、3 年 2 名の

計 5 名 

・学部 2 年 4 名、3 年 6 名

の計 10 名 

・学部 3 年のゼミ生 6 名 

企画への関与 

の仕方 

・放課後の課外活動 ・公募型の授業 ・前期と後期のゼミ 

事業者 ・路線バス事業者 

・コミバス事業者 

・JR 

・第三セクター(鉄道) 

・路線バス事業者 ・広域ライナー事業者 

・乗合タクシー事業者 
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（1） 水俣市の概況 

水俣市は、熊本県の最南端に位置し、面積 163.29km2、人口 25,411 人（平成 27 年

国勢調査）の市である。 

市内を九州新幹線が通過し、新水俣駅を有する。また第 3 セクター鉄道の肥薩おれ

んじ鉄道（以下、おれんじ鉄道）が通過し、新水俣駅、水俣駅、袋駅を有する。バス

は、市のコミュニティバス「みなくるバス」が 5 路線存在しており、民間バス会社が

2 社「産交バス」「南国交通」存在する。 

新水俣駅には、上記の新幹線、おれんじ鉄道、みなくるバス、民間バス事業者 2 社

やその他にもタクシー、レンタサイクル、観光協会が結節しており、本プロジェクト

では「多モード結節点の改善」とこれらの「公共交通を活用した市内観光」が取り組

むテーマとなった。 

 

図 4-1 水俣市の位置        図 4-2 みなくるバス路線図 

 

 

図 4-3 新水俣駅の構内（肥薩おれんじ鉄道・バス・タクシー・レンタサイクルに接続）  
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（2） 行橋市の概況 

行橋市は、福岡県の東部に位置し、面積 70.06km2、人口 70,601 人（平成 27 年国

勢調査）の市である。 

市内を JR 日豊本線が通過し、行橋駅を有する。市内のバスは、民間バス事業者「太

陽交通」が行橋駅から放射状に 10 路線を運行している。かつては「西鉄バス」が市内

の路線バスを運行していたが平成 20 年の路線廃止に伴い、市内のタクシーを運行し

ていた太陽交通が「地域の足」を維持するために路線バス事業を開始して、現在まで

運行を続けている。 

本プロジェクトでは、行橋市が太陽交通を支援するために、市街地の「バス停の改

善」「バスラッピングデザイン」が取り組むテーマとなった。 

 

 
図 4-4 行橋市の位置       図 4-5 太陽交通の路線図 
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（3） 国東半島の概況 

国東半島は、大分県の北東部に位置し、面積 877.74km2、人口 109,789 人（平成

27 年国勢調査）の豊後高田市、国東市、杵築市、日出町で構成される半島である。 

半島の東海岸沿いには大分空港を有し、国内線では東京、大阪、名古屋に、国際線

ではソウル（仁川）、台湾に接続している。大分空港からはライナーで大分市、別府市、

由布市、中津市、臼杵市、佐伯市等の周辺市町村に接続する。半島の西部には JR 日

豊本線が通過し、宇佐駅や杵築駅等が存在する。路線バスは大分交通の国大線を筆頭

に、様々な民間路線バスや各自治体のコミュニティバスが存在する。港は、伊美港（国

東市～姫島村）、竹田津港（国東市～周南市）が存在する。 

国東半島は、大分空港を有しているにも関わらず、周辺の別府市、由布市へ観光客

が素通りしている課題があり、一方で神仏習合の原点となる山岳宗教「六郷満山」が

開山 1,300 年の節目を迎えることを踏まえ、本プロジェクトでは「国東半島の観光振

興」が取り組むテーマとなった。 

 

 

図 4-6 国東半島の位置     図 4-7 大分空港のエアライナー 
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表 4-2 3つの実施フィールドの当初想定企画 

自治体 自治体の当初想定企画 連携先（高等教育機関） 

水俣市 

総務課 

※九州運輸局へ参画意向調査書提出 

【高等教育機関との連携により実施したい取り組み】 

学生と共に、保育園・幼稚園・小学生を対象とした公共交通

利用促進に係る取り組みを行いたい。 

・専門知識を生かしてもらい、新幹線との接続を行ったバス

路線の利用促進の取り組みを行いたい 

・導入後に、利用が低迷している乗合タクシー路線の利用促

進に取り組みたい（廃止も含めた検討を行っており、その

際の代替手段の検討も行いたい） 

【想定される連携先】 

これまで会議への専門家の参加などの実績がないが、この機

会に県内大学・高専等とも連携を図っていきたい 

【高等教育機関】 

・熊本高等専門学校 八代

キャンパス  

【先生】 

橋本准教授、川口助教 

【専門性】 

建築社会デザイン工学科 

【学生】 

先生が顧問を務めている 

トラフィックデザイン部 

の学生 5 名 

(3 年生 2 名、2 年生 3 名) 

行橋市 

都市 

政策課 

 

※九州運輸局へ参画意向調査書提出 

【高等教育機関との連携により実施したい取り組み】 

・学生と共に、誰にでもわかりやすく、街の活性化、バスの

利用促進につながるようなバス停のトータルデザイン及

び、ラッピングバスのデザインを考えたい。 

【公共交通における現状や課題】 

・市内を運行する路線バスのバス停が小さくわかりにくい。 

・路線バス事業者がラッピングを希望しているバスが 1 両

ある。 

・現在、駅前通り（行橋停車場線）の拡幅（県事業平成 27

～33 年度）、中心市街地活性化の取り組み（都市再生整備

事業 平成 27～31 年度）、公共交通網形成計画策定事業

（平成 28～32 年度）を実施しているため、それに併せた

取り組みを行いたい。 

【想定される連携先】 

西日本工業大学、九州工業大学、北九州市立大学 

様々な委員会や会議で有識者として、教授に参画していただ

いている。 

【高等教育機関】 

・西日本工業大学  

【先生】 

中島教授、梶谷講師 

【専門性】 

情報デザイン学科、建築学 

科 

【学生】 

上記学科の有志 10 名 

(情報デザイン学科 

2 年生 4 名、3 年生 5 名) 

(建築学科 3 年生 1 名) 

大分県 

観光・ 

地域 

振興課 

 

※豊後大野市との連携実績「大人の社会見学」を踏まえて、

本実施フィールドに選定 

・大分県観光・地域振興課は、国東半島の広域観光検討を大

井研究室に打診 

・公共交通に関する内容は当初含まれていなかった 

【高等教育機関】 

大分大学 

【先生】 

大井准教授 

【専門性】 

交通経済学・交通政策 

【学生】 

経済学部 3 年のゼミ生 6 名 



    

 

4-6 

 

4.2. 水俣、行橋、国東での支援の方法と実施体制 

プロジェクトの計画に対する支援については、チェック項目を定めて、その項目を

満たしているかどうか、実現可能なものになっているかどうかなどを、実施主体と定

期的に連絡・調整しながら支援を行った。また企画検討会議や利用促進の実施日には、

大学及びコンサルが直接現地に訪問して、その内容の企画支援をするとともに、その

プロセスや成果を記録した。 
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4.3. 水俣：多モード結節点の改善と公共交通を活用した市内観光の提案 

 概要とプログラム 

水俣市では、熊本高専八代キャンパスの橋本准教授、川口助教、トラフィックデザイン

部の学生とともに「多モード結節点の改善と公共交通を活用した市内観光の提案」を実

施した。①新幹線、おれんじ鉄道、路線バス、コミュニティバス、レンタサイクルなど複

数の交通モードが結節する新水俣駅の案内表示の改善案の試行（改札前サイン・バス停

時刻表）と、②高専生・高校生をターゲットに公共交通を活用したモデル観光の試行とイ

ンスタグラムによる情報発信に取り組んだ。 

平成 30 年度は、水俣市で予算を確保して、提案内容を具体化する予定である。 

 

表 4-3 年間プログラムとコンサルタントの参加・支援実施日 

日付 取り組み 実施項目 結果 参加

支援 

6 月 九州運輸局への

参画意向表明 

 参画意向表明の作成  水俣市が高等教育機関と連

携して取り組む当初想定企

画を定めた 

 

7/31 水俣市とコンサ

ルタントの協議 

 テーマ設定と連携先の検討  連携して取り組む課題と企

画の具体化した 

● 

8/10 熊本高専への連

携依頼 

 企画書案の作成 

 連携依頼 

 今後の進め方について協議 

 学生募集 

 作業時間の確保 

 先生の関わり方 

 

 企画案を可視化した 

 橋本准教授が承諾した 

 トラフィックデザイン部か

ら学生を募集する 

 課外活動としてプロジェク

ト実施する 

 学生主体のプロジェクトの

ため、先生は随時助言する関

わり方とする 

● 

8 月 

下旬 

学生募集  トラフィックデザイン部へ

の呼びかけ 

 プロジェクトを課外活動の

単位として認定するように

先生が調整 

 トラフィックデザイン部の

５名の学生が参加した 
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9/11 キックオフ会議  自己紹介 

 水俣市や公共交通について

理解が浅い学生が多いため

ガイダンス 

 水俣市の概要と公共交通に

ついて 

 取り組むテーマの説明 

 企画アイデアについて自由

意見交換 

 現地調査の日程調整 

 学生が自治体や公共交通に

ついて理解した 

 学生と取り組むテーマを共

有した 

 学生のやりたい企画に仕立

てる 

 夏休み期間(9 月)に現地調査

を実施する 

● 

9/26 事前調査  9/29 現地調査に向けての事

前調査 

 ● 

9/29 現地調査  課題の認識を深め、企画案を

検討するために現地調査を

実施 

 JR 新水俣駅、産交バス水俣営

業所、エコパーク・道の駅み

なまた、水俣駅見学 

 自治体からバス、JR などの事

業者、観光課等関係各社へ現

地調査の協力を要請 

 現地調査の諸経費はコンサ

ルタントが負担 

 課題認識が深まり企画案が

決定した 

 企画案を元に学生が企画案

を作成する 

 

 

 バスの試乗、JR 駅構内の見

学できた（大人の積極的な支

援） 

 熊本高専に金銭的負担をか

けずに現地調査を実施した 

● 

9 月 プレスリリース

と熊本日日新聞

掲載 

 プレスリリース  熊本日日新聞に掲載された

（マスコミによるプロジェ

クト周知） 

● 

10 月 

上旬 

高専生による企

画書案の作成 

 現地調査結果の振り返り 

 高専生自身による企画書作

成 

 企画書案が作成された  

10/19 企画会議①  9/29 現地調査振返り 

 高専生による企画書案の発

表 

 企画書案をベースに自治体、

コンサルタント、熊本高専で

協議 

 提案内容がブラッシュアッ

プされた 

● 
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12/14 企画会議②  高専生による企画書案の発

表 

 企画書案をベースに自治体、

コンサルタント、熊本高専で

協議 

 提案内容がブラッシュアッ

プされた 

● 

1/20 現地で企画テス

ト 

 改札前サイン・バス総合時刻

表の試し貼り 

 モデル観光ルートの検証・イ

ンスタグラム用の写真撮影 

 提案内容がブラッシュアッ

プされるとともに、実現化に

向けたイメージが生まれた 

 モニターツアーを実施する 

● 

2/25 モニターツアー

の実施 

 企画チームの友人を誘いモ

ニターツアーを実施 

 これまで水俣に来ていなか

った若い世代が観光に訪問

（若い世代の利用促進） 

 効果と実現化に向けた課題

を確認した 

● 

3/29 

予定 

市長への提言 

交通関係者への

発表 

 これまでの成果を市長や交

通関係者へ発表して次年度

の実施に繋げる 

 これまでの成果と提案内容

について高専生より市長・交

通関係者に発表 

 次年度も継続して企画を実

施・実現化する 

● 

平成

30 年

度 

企画の実施・実

現化 

 次年度の進め方について協

議（活動内容・体制・スケジ

ュール） 

 企画の実施・実現化する  
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 水俣のプロジェクトのポイント 

時期 内容 

学生の最

終成果 

【課題】 

 多モード結節点である新幹線駅でのおれんじ鉄道、路線バス、コミュニティバス、

レンタサイクルへの案内表示が分かりにくい 

 バス会社 2 社とコミュニティバスの時刻表・路線図がばらばらで分かりにくい 

   

        各モードへの案内      バス会社 2 社とコミュニティバス 

による統一されていない案内  

【企画】 

 多モード結節点（新水俣駅）における駅構内サインとバス案内板の作成 

 公共交通を活用した市内観光案内の提案とインスタグラムによる情報発信 

   

各モードへの案内サイン      バスの総合時刻表 

 

   

インスタグラム「みなくるバス」     若い世代の市内観光 
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九州運輸局

に提出した

当初企画 

(7 月) 

【高等教育機関と連携して実施したい取り組み】 

 学生と共に、保育園・幼稚園・小学生を対象とした公共交通利用促進に係る取り組

みを行いたい 

 専門知識を生かしてもらい、新幹線との接続を行ったバス路線の利用促進の取り組

みを行いたい 

 導入後に、利用が低迷している乗合タクシー路線の利用促進に取り組みたい（廃止

も含めた検討を行っており、その際の代替手段の検討も行いたい） 

水俣市とコ

ンサルタン

トの協議 

(7/31) 

【テーマ１】 

 新水俣駅での新幹線と接続した路線バス・コミュニティバスのダイヤ検討とその情

報提供のあり方 

【テーマ２】 

 バスまたはレンタサイクルを活用した市内観光モデルコースの検討及びモニターツ

アーの実施 

 

 

熊本高専へ

の連携依頼 

(8/10) 

 プロジェクト案（目的、概要、体制、スケジュール）をもとに、熊本高専に協力を

依頼して、橋本准教授が承諾 

 学生の募集方法、プロジェクトの進め方、先生の関わり方について協議。先生は学

生主体の取り組みによる学生への影響、地域への影響について適宜コメント 

 橋本准教授が顧問の「トラフィックデザイン部」の学生に呼びかけ、2・3 年生 5 名

が参加表明 

 「トラフィックデザイン部」では副顧問の川口助教は学生の頃に、たのうら御立岬

公園駅からビーチまでの夏休み限定の無料シャトルバスを提案。その提案内容が実

現化して現在も運行中 

 

 

キックオフ

会議 

(9/11) 

 学生とのキックオフ会議では、まず水俣市や公共交通の現況、取り組むテーマにつ

いてガイダンス 

 その後、公共交通や企画アイデアについて自由意見交換 

➢ 課題：駅前は関係者が多く案内サインが乱立しており、利用者にとって分か

りにくい状況 

➢ 企画アイデア：みんなが集まる場所での情報提供、有名人の看板による案

内、インスタグラムの活用、路線図・時刻表・運賃を示す張り紙等 

 

Point 協議による取り組む 

テーマと連携先の具体化 

Point 先生による温かい見守り 

 

Point テーマの共有・学生の

やりたい企画に仕立てる 
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現地調査 

(9/29) 

【課題】 

 おれんじ鉄道、路線バス、コミュニティバス、レンタサイクルの案内表示が駅構内

に無い 

 レンタサイクルの案内が隠れている 

 自転車市民共同利用システムの表記ではレンタサイクルと分からない 

 レンタサイクルの借り方が分からない 

 バスの路線図が分かりにくい 

【テーマ１】 

 企画案 1 場所を決めて案内を出す 

 企画案 2 路線情報をまとめた案内 

 企画案 3 情報の出し方を考える 

 企画案 4 多言語化 

【テーマ２】 

 企画アイデア おれんじ鉄道の感謝デー（片道 1,130 円→300 円）を活用 

 企画アイデア インスタグラムによる情報発信 

  

熊本日日新聞への掲載(平成 29 年 9 月 30 日)     みなくるバス 

  

バスの試乗体験          レンタサイクル 

企画案や企画アイデアを元に、学生自身が企画書を作成した。 

 

 

 

企画会議 

(10/19) 

【企画１】 

具体案①改札前サイン 

 改札前サイン案が示された。大人では考えつかない問いかけるサインはデザインも

かわいく、ピクトグラム等を追加することでブラッシュアップする。 

具体案②バス停表示 

Point 学生自身による企画検討 

Point プロジェクトの周知 
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 バス停表示作成に当たり、「みなくるバス、産交バス、南国バスを統合した時刻表を

作成可能か」高専生より質問があり、市から可能であるという回答があった。今後

統合した時刻表を作成する。 

 上記改札前サイン、バス停表示のデザインに向けて、具体的な寸法を市役所より、

サイン作成ガイドラインをコンサルタントより高専生に送付する。 

【企画２】 

具体案③観光ルート 

 秘境ツアー、歴史ツアー、フォトスポットツアーなどが提案され、インスタグラム

の公式アカウントを開設可能か市で確認することと、モデルツアーを具体化する。 

 

改札前の問いかけるサイン インスタグラムで minamata と検索した結果 

企画会議 

(12/14) 

 改札前サインはピクトグラム等の検討により、従来の大人が考えるデザインに近い

サイン案になったため、「かわいい、シンプル」で当初案を基本に再検討する。 

 バス総合時刻表は、路線図、表記方法を修正して、実物大で印刷して調整する。 

 ターゲットを高専・高校生に絞り、日帰りをメインに学生による水俣の楽しみ方を

再検討する。 

 

改札前のサイン  バスの綜合時刻表 インスタグラムでの情報発信 

 

 

現地での企

画テスト 

(1/20) 

【企画１】 

 改札前サインは新水俣駅に、バス停時刻表は外の既存のバス時刻表において試験貼

りをして、改善案を協議した。 

【企画２】 

 季節により周ることができるコースが異なり、次回おれんじ鉄道の感謝デー（1 乗

Point 世の中にない新たなアイデア 

Point 企画会議が 2 か月空いた事による作業の手戻りが発生 
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車 300 円と運賃が格安）に合わせて鶴コースでモニターツアーを実施することとし

た。モニターツアー参加者は高専生の友人を誘う。 

   

      改札前サイン    バスの統合路線図、時刻表 

モニターツ

アー(2/25) 

【企画２】 

 友人達を誘ってモニターツアーを実施 

 オレンジ鉄道感謝デー（豊後肥後駅-水俣駅 片道運賃 1130 円→300 円）やみなくる

バス（運賃 150 円）、無料のレンタサイクルを活用することで、交通費を少額で抑

えた観光が可能になる 

 交通費を少額に抑えることで、モニターツアー参加者を募集しやすく、学生目線で

のインスタグラムによる情報発信をより充実させることが可能（観光コンテンツや

公共交通の利用方法等） 

   
    モニターツアーの実施 インスタグラム公式アカウント「みなくるバス」 

  

Point：学生がインスタグラムを使

い情報発信 

Point：友人を誘う事による公共交

通の利用促進 
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 九州運輸局への参画意向表明（6 月） 

水俣市が九州運輸局へ提出した参画意向調査書の当初企画を示す。 

 

表 4-4 水俣市の当初企画 

自治体 当初想定企画 想定される連携先 

水俣市 

総務課 

【高等教育機関との連携により実施したい取り組み】 

学生と共に、保育園・幼稚園・小学生を対象とした公共交通

利用促進に係る取り組みを行いたい。 

・専門知識を生かしてもらい、新幹線との接続を行ったバス

路線の利用促進の取り組みを行いたい 

・導入後に、利用が低迷している乗合タクシー路線の利用促

進に取り組みたい（廃止も含めた検討を行っており、その

際の代替手段の検討も行いたい） 

これまで会議への専門家

の参加などの実績がない

が、この機会に県内大学・

高専等とも連携を図って

いきたい。 
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 水俣市とコンサルタントの協議（7/31） 

水俣市から提出された平成 29 年度運輸局直轄調査への参画意向調査票を元に、取り組

むテーマと連携先を具体化するために水俣市とコンサルタントで協議した。 

協議の結果、具体的な企画書案を作成して、熊本高専の橋本准教授に連携の相談に伺

うこととした。具体的な企画案として、「新幹線と接続したバスのダイヤ検討」「市内観光

のモデルコースづくりとモニターツアー」「接続案内の情報提供のあり方（新水俣駅での

情報掲示の仕方等）」などのアイデアがあがった。 

コンサルタントが簡単な企画書を作成して、8 月中に先生に依頼しに行くこととした。 

 

実施期日 平成 29 年 7 月 31 日（月）10:00～11:00 

実施場所 水俣市役所 

実施状況 ・平成 29 年度運輸局直轄調査への参画意向調査票を元に、コンサルタント

と水俣市で企画の具体化と今後の進め方について協議した。 

【議事】 

1) 具体的な取組について 

2) 今後の進め方 

1) 具体的な取組について 

・現在検討している取組みとしては、以下の３つ。 

 ①保育園、幼稚園、小学生を対象とした利用促進の取組み 

 ②新幹線との接続を行ったバス路線の利用促進の取組み 

 ③乗合タクシー（定時定路線）の利用促進（廃止も含めた検討） 

→①は産交バスと保育園・幼稚園を対象に「バスの乗り方教室」を既に実

施しており、また③は今後、デマンド化や減便・タクシー補助等別の運

行形態を検討するという、運行水準低減の話であるため、今回は、②を

中心に検討を進める。（②については、網形成計画でも言及）。 

・具体的な企画案としては、新幹線と接続したバスのダイヤ検討以外に、実

際にバスを利用して、市内の観光スポット等を巡る企画の検討や、新幹線

とレンタサイクル（及びバス）の組合せでのスポット巡りなど、市内観光

のモデルコースづくりとモニターツアーを、学生とともに検討したり、接

続案内の情報提供のあり方（新水俣駅での情報掲示の仕方等）を検討した

りするなど。 

・高等教育機関との連携については、以下の順番で進める。 

 A まず、熊本高専の橋本淳也准教授にご相談 

 B A が難しい場合、熊本大学の溝上教授にご相談 

  C A・B が難しい場合、九州内の別の先生にご相談 

2) 今後の進め方 

・今日の打合せを踏まえて、簡単な企画書を作成、8 月中に先生にご相談。

（連携する機関を確定） 

・９月以降、学生と具体的な企画案について検討を進める。 

・今回のプロジェクトに、産交バス水俣営業所にも参画していただく。 

【出席者】水俣市総務課：大川、山田 

日本工営：白石、高峯 

※記述の仕方について※ 

プロセスや企画に関する重要な点・良い点 

プロセスや企画に関する課題・反省点 
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 熊本高専への連携依頼（8/10） 

水俣市とコンサルタントは、熊本高専八代キャンパス橋本准教授を訪問して、企画書

案（プロジェクトの目的、概要、体制、スケジュール）をもとに、企画への協力を依頼し

て、橋本先生に承諾いただいた。 

その後、学生の募集の方法、進め方と作業時間の確保、先生の関わり方等について協議

を行い、8 月中に先生から学生に呼びかけを行い、夏休み期間（9 月）中にキックオフミ

ーティング会議を実施することとした。 

 

実施期日 平成 29 年 8 月 10 日（木）14:00～15:00 

実施場所 熊本高専八代キャンパス 

実施状況 ・水俣市とコンサルタントは、熊本高専八代キャンパス橋本准教授を訪問し

て、企画書案をもとに、取組への協力を依頼しに伺った。 

【議事】 

1) 具体的な取組について 

2) 今後の進め方 

 

1) 具体的な取組について 

・今回の取組みに対するご協力を、橋本先生からご了承をいただいた。 

・学生の関わりとして、現時点では、2 年生 3 人程度、3年生 3人程度、4年

生 3人程度の最大 10人程度の学生が参加の可能性があるとのこと。 

・プロジェクトチームとして、5人 1グループ程度を想定（今回は、参加学

生の数により、1ないし 2グループでの活動となる想定）。 

・現時点で考えられる課題としては、活動時間の確保が難しい点が挙げられ

る。平日は授業、土日は部活をしている学生は他の部活があり、その中で

時間を確保していくしかない（平日では、早く終わる日や放課後、土日も

部活のない時間などを調整）。 

・現地への旅費等の実費はコンサルタントで負担する。 

・橋本先生には、今回の取り組みの効果について、地域への影響、学生への

影響、こうした活動を行う上での課題などについて、適宜コメント等をい

ただく。 

2) 今後の進め方 

・今日の打合せを踏まえて、企画書（特にスケジュール等）を精査する。 

・９月中（夏休み中）に、学生とのキックオフミーティングを実施する。（座

学による説明のみか、または現地での調査等も含めて実施するかは、参加

希望の学生のスケジュールを確認いただいた上で調整する） 

・10 月以降、1 カ月に 1～2 回程度、学生（及び地元）とのミーティングに

より、企画を検討・進めていく。 

 

【出席者】水俣市総務課：山田 

熊本高専：橋本准教授 

日本工営：白石、高峯 

 



    

 

4-18 

 

 

 
企画書素案 

 

 

 

  



    

 

4-19 

 

 学生募集（8 月下旬） 

熊本高専橋本准教授の呼びかけにより、橋本准教授が顧問を務めるトラフィックデザ

イン部 3 年生 2 名、2 年生 3 名の計 5 名が取り組みに参加することとなった。その内１

名は、地元水俣市出身の学生であった。 

なお、准教授は本取組みが課外活動の単位として認定されるように調整している。 
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 キックオフ会議（9/11） 

橋本准教授が呼びかけたトラフィックデザイン部の学生とともに、熊本高専、水俣市、

コンサルタントでキックオフ会議を行った。 

公共交通や自治体に対する学生の理解不足が懸念されたため、まずガイダンスをし

た後、テーマ１「新水俣駅での新幹線と接続した路線バス・コミュニティバスのダイヤ

検討とその情報提供のあり方」について自由意見交換を行った。 

自由意見の結果、みんなが集まる場所で情報提供、有名人の看板等による情報提供、

インスタグラムの活用、駅前は関係者が多く案内サインが乱立しているため分かりに

くいのが課題、路線図・時刻表・運賃を示す張り紙等のアイデア等の意見があがった。 

次回は、夏休み期間(９/29)に現地調査を実施することとした。 

 

実施期日 平成 29 年 9 月 11 日（月）11:00～12:30 

実施場所 熊本高専八代キャンパス 

実施状況 ・橋本准教授が呼びかけたトラフィックデザイン部の学生 4 名とともに、熊

本高専、水俣市、コンサルタントでキックオフ会議を行った。 

・公共交通や自治体に対する学生の理解不足が懸念されたため、まずガイダ

ンスを行い、その後テーマ１「新水俣駅での新幹線と接続した路線バス・

コミュニティバスのダイヤ検討とその情報提供のあり方」について自由意

見交換を行った。 

【議事】 

1) 自己紹介 

2) 公共交通について 

3) 水俣市の概要・公共交通 

4) 具体的な企画の話し合い 

 

4) 具体的な企画の話し合い 

・テーマ１について様々な課題や解決アイデアが挙げられた。 

・みんなが集まる場所で情報提供、有名人の看板等による情報提供、インス

タグラムの活用、駅前は関係者が多く案内サインが乱立しているため分か

りにくいのが課題、路線図・時刻表・運賃を示す張り紙等のアイデアがあ

がった。 

・次回は、夏休み期間（9/29）に現地調査を行いより詳細な問題点を確認し

て、企画案につき協議する。 

 

【出席者】水俣市総務課：大川、山田 

熊本高専：橋本准教授、川口助教 

３年生：小田、大塚 

２年生：生魚、市原、（松下欠席） 

日本工営：白石、高峯、行徳 
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キックオフ会議進行表 

 

 
水俣市の概況 

 

 
みなくるバス 

 

 
みなくるバス路線 

 

 
キックオフ会議 
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網計画水俣市の公共交通に関するこれまでの取組み 

 
公共交通や企画アイデアの自由意見交換結果 
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 現地調査（9/29） 

水俣市の公共交通、観光について、現状と課題の認識を深め、企画内容を具体化する

ために現地調査を実施した。熊本高専に金銭的負担をかけずに現地調査を実施するた

め、諸経費はコンサルタントが負担して、水俣市からバス会社、JR への協力要請、事

業者訪問や駅構内等の見学が可能になった。 

現地調査の結果、課題認識が深まり、テーマ１とテーマ２の企画案や企画アイデアが

挙げられ、その内容を元に高専生自身で企画書を作成して、次回の打合せすることとし

た。 

 

実施期日 平成 29 年 9 月 29 日（土）8:00～17:00 

実施場所 水俣市 

実施状況 ・水俣市の公共交通、観光について・現状と課題の認識を深め、企画内

容を具体化するために現地調査を実施した。 

・熊本高専に金銭的負担をかけずに現地調査を実施するため、諸経費は

コンサルタントが負担した。 

・自治体からバス、JR などの事業者、観光課等関係各社へ現地調査の協

力を要請して、事業者訪問や駅構内等も見学させてもらった。 

【行程】 

1) JR 新水俣駅・観光案内所見学 

2) 産交バス水俣営業所見学・説明 

3) レンタサイクルでのエコパーク・道の駅みなまた観光 

4) 水俣駅で昼食 

5) 市役所で企画会議 

 

5) 市役所で企画会議 

・現地調査の結果、課題認識が深まり、テーマ１とテーマ２について下

記の企画案が検討された。 

・課題： 

➢ おれんじ鉄道、路線バス、コミュニティバス、レンタサイクル

の案内表示が駅構内に無い 

➢ レンタサイクルの案内が隠れている 

➢ 自転車市民共同利用システムの表記ではレンタサイクルと分か

らない。環境モデル都市である熊本県水俣市で、環境省の「環

境保全型の地域づくりの推進支援事業」として、電動自転車無

人コミュニティサイクルシステム F-rents（フレンツ）を利用し

た自転車市民共同利用システム事業が 2012年より開始されてい

る。 

➢ レンタサイクルの借り方が分からない 

➢ バスの路線図が分かりにくい 

・テーマ１「新水俣駅における企画案」 

➢ 企画案 1 場所を決めて案内を出す 

➢ 企画案 2 路線情報をまとめた案内 
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➢ 企画案 3 情報の出し方を考える 

➢ 企画案 4 多言語化 

・テーマ２「高専、高校生をターゲットにした水俣市内観光、モデルコ

ース案」 

➢ 企画アイデア おれんじ鉄道の感謝デー（片道 1,130円→300円

に）活用 

➢ 企画アイデア インスタグラムによる情報発信 

・上記の企画アイデアをもとに高専生自身で企画書を作成して、再度協

議する。 

 

【出席者】水俣市総務課：大川、山田 

みなまた観光物産協会：西川事務局長 

産交バス：蓑田所長、齋藤主任 

熊本高専：橋本准教授、川口助教 

３年生：小田  

２年生：生魚、市原、松下 

日本工営：白石、高峯、行徳 

 

 

日付・時間 予定 備考 

9/28(木) 

-18:33 着 

肥薩おれんじ鉄道・水俣駅 18:33 着の便で 

熊本高専、市役所、日本工営 水俣駅合流 

レンタカーと公用車でホテルへ移動 

（ニコニコレンタカー＜新水俣駅＞ 

  0966-63-5888、7 人乗り） 

■熊本高専（移動方法別途確認済み） 

肥後高田 17：38 発→水俣駅 18：33 着他 

■日本工営（白石、行徳） 

博多 17：17（新幹線)→新水俣 18：21 着 

新水俣駅→水俣駅（レンタカー） 

19:00- スーパーホテル水俣チェックイン 

※水俣駅で自転車３台をレンタカーに搬入 

夕食：「ブラッスリー・ハル」（11 人） 

夕食会場まで、中心部を歩いて探索 

※徳富蘇峰蘆花生家近く 

9/29(金) 8:00- 朝食＠ホテル  

9:09 - 9:21 産交バス 9:09(旭町商店街)→9:21(新水俣駅) 高峯 9：02 新水俣着で合流 

9:30 - 10:30 JR 新水俣駅・観光案内所見学 

※新水俣駅で自転車３台を公用車に搬入 

新幹線とバスの接続、レンタサイクル、案

内サイン等を確認。 

10:35 - 11:00 みなくるバス(さくらバス)移動 

10:35(新水俣駅)→11:00 回送:水俣営業所 

利用状況、バスの運行ルートや車内設備等

を確認。 

11:00 - 11:30 産交バス水俣営業所見学・説明  

11:45 - 12:15 エコパーク・道の駅みなまた観光 ※恋人の聖地なども合わせて見学 

12:15 - 13:15 学生チーム：自転車（6 台）で水俣駅へ 

メンバー：熊本高専生徒 4 名、大川氏、行徳 

道の駅みなまた～水俣駅で途中自由に市内見

学（※自転車６台を車２台から搬出） 

社会人チーム：レンタカー、公用車で水俣

駅へ 

メンバー：熊本高専先生、水俣市役所 

     日本工営 

13:15 - 14:15 昼食：「水俣屋」（水俣駅内） 水俣駅見学（水戸岡氏デザイン） 

14:15 - 14:30 全員（高専６、市２、工営３、計１１人）：レンタカー（7 人）、公用車（4 人）に分乗して

水俣市役所へ ※自転車は水俣駅に残したまま（水俣市で返却処理） 

14:30 - 16:30 企画会議＠市役所 

副市長ご挨拶（5 分） 

今日の調査内容のまとめ（45 分） 

具体的な利要促進企画等の検討（60 分） 

今後の予定等（10 分） 

※次回打合せ 10/19（木）16 時～18 時（想定） 

プロジェクター、ネット環境準備 

（資料）新幹線とバスの接続状況、さくら

バス利用状況、レンタサイクル貸出状況 

 

提案書にまとめて市に提案予定 

年度末の交通会議にて発表予定 

16:40 - 16:55 レンタカー、公用車で移動 

（市役所→新水俣駅） 

 

17:00 新水俣駅解散 必要に応じて、新水俣駅確認等。 

※17：10 新水俣→18：14 博多（日本工営） 
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現地調査スケジュール 

 
他の看板に隠れているレンタサイクルの看板 

 
多モードが結節する新水俣駅 

   
 おれんじ鉄道時刻表      産交バス路線図  みなくるバス路線図 

 
自転車市民共同利用システムという表記が分か

りにくい 

 
バスの案内板に気づきにくい 
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コミュニティバス：みなくるバス運賃 150 円 産交バス水俣営業所 

 
バスの試乗体験 

 
水俣駅 

 
レンタサイクルは無料 

 
恋人の聖地 

 

JR 新水俣駅：交通結節点における課題とプロジェクト案 

 
調査後の企画会議の様子 

 
企画とりまとめ 

・JR 新水俣駅：交通結節点における課題とプロジェクト案 

課題 解決の方向性 プロジェクト案 

場所： 

案内が見えない 

 

駅の出口に表示 

路線情報を 1 箇所にまとめる 

見えないものは別の場所へ 

PJ1:場所を決めて案内を出す 

 

PJ2:路線情報をまとめた案内 

 

PJ3:情報の出し方を考える 

 

PJ4:多言語化に取組む 

 

名称： 

直感的に分からない 

 

レンタサイクルに統一 

新しいサイン設置 

観光用レンタサイクルが必要 

乗り方： 

路線情報 

路線図を作ったほうが良い 

（大きな文字、多言語化） 

人気スポットへの行き方 

（地図、乗換位置図、時刻表） 

レンタサイクル： 

借り方 

「受付」は観光案内所だが、位置が分かり

にくい 

運賃 みなくるバスと一般路線で統一できない 
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現地調査の工程 
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 プレスリリースと熊本日日新聞への掲載（9 月） 

現地調査２週間前にはプレスリリースをして、平成 29 年 9 月 30 日の熊本日日新聞に

掲載された。 

 

図 4-8 現地調査前のプレスリリース 

 
図 4-9 熊本日日新聞の記事（平成 29 年 9 月 30 日）  
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 高専生による企画書案の作成 (10 月上旬) 

現地調査後に、高専生自身による現地調査の振り返りが行われ、その結果に基づき企

画書案が作成された。企画案として、①改札前のサイン、②バス停の表示、③観光ルー

ト、④提言書が挙げられた。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月初旬 

実施場所 熊本高専八代キャンパス 

実施状況 ・高専生自身による現地調査の振り返りが行われ、その結果に基づき企画書

案が作成された。 

・現地調査の整理に基づき、企画案として、①改札前のサイン、②バス停の表

示、③観光ルート、④提言書が挙げられた。 

 

【出席者】熊本高専：橋本准教授、川口助教 

３年生：小田、大塚 

２年生：生魚、市原、松下 

 

 

 

現地調査の整理（課題と今後進めるプロジェクト） 
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整理された課題 

 

 

 

  

テーマ 課題 解決の方向性

レンタサイクルの案内が分かりにくい

レンタサイクルの場所が分かりにくい

レンタサイクル案内版と旗が被って見えない

駅構内案内図にレンタサイクルの場所が書かれていない

観光案内場の場所が分かりにくい

バス停の位置が分かりにくい

レンタサイクルの借り方が分からない

「自転車市民共同利用システム」の名前が分かりにくい

誰向け？のレンタサイクル

自転車がないときがあり不便

平日の自転車数、在庫の数

新水俣駅の新幹線を降りた横野交通手段がパッと見てわからない

新幹線、JR、オレ鉄、バスの繋がり

オレンジ鉄道の時刻表はどこにあるのか

時刻表をまとめて案内すべき

電車・バスの時刻表を近くに

路線図が分かりずらい

産交バス、南国交通、みなくるバスが混在

バス停の路線図の表示方法を検討する

新たな路線図をテープで貼る

みなくるバスの中身が楽しい

みなくるバスは良かった

さくらバスかわいい

さくらバスかわいいバスはこだわってあって良い

私も運転手体験したかった

みなくるバスの時刻表がわかりづらい

運賃が一律150円は分かりやすい

旭町商店街のバス停の路線図が背面にあり分かりずらい

観光ルートをいくつか作る

人が集まるツアー

みなくるバスを利用した観光ルート

それぞれの観光地に繋がりがない

PRの仕方を変えた方が良い

QR,インターネットを利用した観光案内

バス回数券のあまりでお菓子が変える

みなくるバスを利用した観光ルートバスの回数券の利用方法

ソフトクリームがおいしい、少し見た目が物足りない

観光地が少ない

インスタ映えスポットを作る

自動運転の車によるエコパークの案内

エコパークは広いのに敷地がうまく利用できていない

・誰がみても分かる案内

・分かりやすい場所に設置

・図を利用した案内

＋多言語化

・借り方を分かりやすくする

・レンタサイクルの利用方法

を考える

・時間に合わせて交通手段を

表示するもの

・路線図の作り変え・時刻表

をまとめる・表示方法を考え

る

・利用者の調査・路線・時刻

表の確認

・みなくるバスと自転車を利

用

・観光ルートを考える

観光ルート

（モデルコース）

みなくるバス

バス停の表示

交通手段と時刻表

レンタサイクル

改札前サイン
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 企画会議①（10/19） 

 高専生自身が作成した企画書案を元に水俣市、熊本高専、コンサルタントで協議した。 

企画について、「改札前サイン」「バス停表示」「観光ルート」の具体案が提示された。 

改札前サインの問いかけるサインは大人では考えつかないアイデアでデザインもかわい

いため、このアイデアを基本に改札前サインを検討することとした。バス停表示は、路線

バス２事業者とコミュニティバスの統合路線図・時刻表を作成することとした。観光ル

ートはインスタグラムの公式アカウントが開設可能か市で確認することと観光ツアーの

プランを具体化することとなった。 

次回は協議内容を踏まえて、高専生で企画検討を進めてテスト後 11 月以降に再度協議

を行う。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 19 日（木）16:30～18:00 

実施場所 熊本高専八代キャンパス 4 階会議室 

実施状況 ・高専生自身が作成した企画書案を元に水俣市、熊本高専、コンサルタ

ントで協議した。 

【議事】 

1) 9/30 現地調査の振り返り 

2) 高専生より企画書案説明 

3) 今後の進め方 

 

1) 9/30 現地調査の振り返り 

・前述した「高専生による現地調査の整理」について説明がなされた。 

2) 高専生より企画書案説明 

企画案①改札前サイン 

・改札前サイン案が示された。大人では考えつかない問いかけるサインはデ

ザインもかわいく、ピクトグラム等を追加することでブラッシュアップす

る。 

企画案②バス停表示 

・バス停表示作成に当たり、「みなくるバス、産交バス、南国バスを統合した

時刻表を作成可能か」高専生より質問があり、市から可能であるという回

答があった。今後統合した時刻表を作成する。 

・上記改札前サイン、バス停表示のデザインに向けて、具体的な寸法を市役所

より、サイン作成ガイドラインをコンサルタントより高専生に送付する。 

企画案③観光ルート 

・秘境ツアー、歴史ツアー、フォトスポットツアーなどが提案され、インスタ

グラムの公式カウントが開設可能か市で確認することと、ツアーを具体化

する。 

3) 今後の進め方 

・協議内容を踏まえて、高専生で企画検討を進めてテスト後 11 月以降に再度

協議を行う。 

 

【出席者】水俣市：山田 
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熊本高専：橋本准教授、川口助教 

３年生：小田、大塚 

２年生：生魚、市原、松下 

日本工営：白石、行徳 

 

 

企画案①改札前サイン 大人では考えつかない問いかけるサイン 

 

 

バス停表示は路線バス・コミュニティバスを統合した路線図・時刻表の提案 
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フォトスポットツアー 

 
「minamata」で検索したインスタグラムの写真 
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企画会議の様子 
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 企画会議②（12/14） 

熊本高専より、企画の進捗状況について説明がなされ、その内容について協議した。 

改札前サインは、ピクトグラム等の検討により、従来の大人が考えるデザインに近い

サイン案になったため、「かわいい、シンプル」な当初案を基本に再検討する。（2か月間

企画会議が空いた事による情報共有不足）バス総合時刻表は、路線図、表記方法を修正し

て、実物大で印刷してデザインを調整する。 

高専生、高校生をターゲットにした水俣市内観光は、ターゲットを高専生、高校生に絞

り、日帰りをメインに学生による水俣の楽しみ方を再検討することとなった。情報発信

は従来の紙媒体ではなくインスタグラムを活用する。 

今後の進め方として、企画が具体化してきたため、1月中に現地で企画を試行すること

とした。 

 

実施期日 平成 29 年 12 月 14 日（木）16:30～18:20 

実施場所 熊本高専八代キャンパス 4 階会議室 

実施状況 ・熊本高専より、企画の進捗状況について説明がなされ、その内容に

ついて協議した。 

【議事】 

1) 前回までの振り返り 

2) 高専生、高校生をターゲットにした水俣市内観光、モ

デルコース案 

3) 新水俣駅における総合案内 

4) 今後の進め方 

 

2) 高専生、高校生をターゲットにした水俣市内観光、モデルコース案 

・ターゲットを高専生、高校生に絞り、日帰りをメインに学生による

水俣の楽しみ方を再検討する。 

・自分たちの金銭感覚的に沿ったプランを検討する。 

・情報発信は、従来の紙媒体ではなくインスタグラムを活用する。公

式アカウント作成やハッシュタグ「#みなくるバス」、「#みなくるバ

スツアー」の浸透。高専生、高校生が観光する際に撮影して、位置

情報も含めた写真をアップする。 

3) 新水俣駅における総合案内 

・改札前サインはピクトグラム等の検討により、従来の大人が考える

デザインに近いサイン案になったため、「かわいい、シンプル」で当

初案を基本に再検討する。問いかけるサインは従来の大人が作るサ

インと異なり面白い。 

・バス総合時刻表は、路線図、表記方法を修正して、実物大で印刷し

て調整する。 

4) 今後の進め方 

・企画が具体化してきたため、1 月中に現地で企画を試行する（案内

板試作設置、モデルツアーの方法検討、インスタグラム用の写真撮
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影など）。 

・おれんじ鉄道感謝デーにモデルツアーを実施する（2/25or 4/1） 

 

【出席者】水俣市：大川、山田 

熊本高専：橋本准教授 

３年生：小田、大塚 

２年生：生魚、市原、松下 

日本工営：白石、行徳 

 

 
具体案①改札前サイン 

 
具体案②バス停時刻表 

 
具体案③モデルコースとインスタグラムによる情報発信イメージ 
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企画会議の様子：高専生自身による具体案の説明 
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 現地での企画テスト（1/20） 

これまで検討を進めてきた下記２つの企画につき、企画がある程度具体化され提案内

容のブラッシュアップを図るために現地でテストした。 

企画１：高専生、高校生を対象にした水俣市内観光、モデルコースの作成とインスタグ

ラムによる観光情報発信 

企画２：新水俣駅における改札前サイン・バス停時刻表の作成 

企画１について、季節により周ることができるコースが異なり、次回おれんじ鉄道の

感謝デー（1 乗車 300 円と運賃が格安）に合わせて鶴コースでモニターツアーを実施す

ることとした。モニターツアー参加者は今回企画に参加している高専生の友人を誘う。 

企画２について、改札前サインは新水俣駅に、バス停時刻表は外の既存のバス時刻表

において試験貼りをして、改善案を協議した。 

 

実施期日 平成 30 年 1 月 20 日（土）16:30～18:00 

実施場所 水俣市 

実施状況 ・これまで検討を進めてきた下記２つの企画につき、課題を把握し、改善

点を検討するために現地で企画を試行した。 

企画１：高専生、高校生を対象にした水俣市内観光、モデルコースの

作成とインスタグラムによる観光情報発信 

企画２：新水俣駅における改札前サイン・バス停時刻表の作成 

【調査行程】 

1) 改札前サイン・バス停時刻表の試験貼り 

2) 鶴コース（湯の鶴温泉）と亀コース（湯の児温泉）に分か

れて市内モデル観光、インスタグラム用の写真撮影 

3) 調査とりまとめ・企画会議 

 

3) 調査とりまとめ・企画会議 

企画 2：改札前サイン・バス停時刻表の試験貼り 

・改札前サインは新水俣駅に、バス停時刻表は外の既存のバス時刻表にお

いて試験貼りをして、改善案を協議した。 

・バス停時刻表は、更新時は１枚全部印刷して更新する方向性にすること

とした。 

企画１：高専生、高校生を対象にした水俣市内観光、モデルコースの作成

とインスタグラムによる観光情報発信 

・季節により周ることが出来るコースが異なる。冬は鶴コース（湯の鶴温

泉）、夏は亀コース（湯の児温泉）や湯出七滝、春・秋はエコパークの恋

人岬夕日とバラ園。 

・鶴コースであれば、2/25のおれんじ鉄道の感謝デー（1 乗車 300円と運

賃が格安）にモニターツアーを実施可能。高専生の友人を誘い 10 人程

度を想定。 

・インスタグラムで公式アカウント「minakurubus_official」を開設した

ので、公共交通を活用した市内観光情報（インスタ映えするスポット、
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市内観光のコース、みなくるバス、レンタサイクルなど）をアップして

いく。 

今後の進め方 

・2/25モニターツアー実施（高専生 10 名程度） 

・3月上旬に公共交通会議などで発表 

 

【出席者】水俣市：山田 

熊本高専：橋本准教授、川口助教 

３年生：小田、大塚 

２年生：生魚、市原、松下 

日本工営：白石、行徳 

 

 

調査行程 
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企画会議のスケジュール 

 
資料：インスタグラムのコンテンツ充実に向けて 

  

改札前サイン 
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改札前サインデザイン案 

 

 

  
バス停時刻表 
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バス停時刻表デザイン案 
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インスタグラムの公式アカウント「minakurubus_official」 

 
鶴コースでのインスタグラム用の写真撮影 

 
亀コースでのインスタグラム用の写真撮影 

 

 
企画会議の様子 
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 モニターツアーの実施（2/25） 

これまで検討を進めてきた企画「高専生、高校生を対象にした水俣市内観光、モデルコ

ースの作成とインスタグラムによる観光情報発信」について、オレンジ鉄道感謝デー(2 月

25 日(日曜日))に合わせて湯の鶴コースでモニターツアーを実施した。参加者はトラフィッ

クデザイン部の友人 4 名で、インスタグラム用の写真撮影（公式アカウント「みなくるバ

スオフィシャル」で使用）、モニターツアーの感想を伺い、今後の企画検討材料とする。 

今回は休日に高専生が水俣に来て観光するものとし、基本情報（バスの時刻表やレンタ

サイクルの使い方等）のみを伝えて、自主的にコースを周りながら楽しんでもらうことと

した。当日はあいにくの雨であったため、レンタサイクルは使えずみなくるバスのみの移

動となり市街地探索、恋人の聖地等は訪問できなかった。 

公共交通の利用やオレンジ鉄道感謝デーにより交通費が少ないため、観光のコンテンツ

やインスタグラムによる情報発信を充実させる事で公共交通を活用した市内観光を実施可

能であると考えられる。 

 

実施期日 平成 30 年 2 月 25 日（金）10:00～16:30 

実施場所 水俣市街地、湯の鶴温泉 

実施状況 ・これまで検討を進めてきた企画「高専生、高校生を対象にした水俣市内観

光、モデルコースの作成とインスタグラムによる観光情報発信」について、

オレンジ鉄道感謝デー(2 月 25 日(日))に合わせて湯の鶴コースでモニタ

ーツアーを実施した。 

・参加者はトラフィックデザイン部の友人達（3 年の内女子 2 名、4 年生男

子 2名の計 4名）で、インスタグラム用の写真撮影（公式アカウント「み

なくるバスオフィシャル」で使用予定）、モニターツアーの感想を伺い、

今後の企画検討材料とした。 

・今回は休日に高専生が水俣に来て観光するもので、基本情報（バスの時刻

表やレンタサイクルの使い方等）のみを伝えて、自主的にコースを周りな

がら楽しんでもらうものとした（楽しむ事が可能か確認する）。 

・当日はあいにくの雨であったため、レンタサイクルは使えずみなくるバス

のみの移動となり市街地探索等はできなかった。 

【議事】 

1) モニターツアーの感想とインスタグラムでの情報発信 

2) 今後の進め方 

 

1) モニターツアーの感想とインスタグラムでの情報発信 

・モニターツアー参加者にアンケートを取り、5 人中 4 名がやや満足、1 名

がどちらとも言えないという感想であった。 

・良かった点として、交通費が少ない事（おれんじ鉄道が安い、レンタサイ

クルが無料）温泉、諸国屋本舗での昼食等があがった。 

・悪かった点として、雨が降っていた事、行程の移動時間が多く楽しむ時間

が少なかったことがあがった。 

・インスタグラムでの情報発信として、美味しい食べ物やスウィーツ、温泉、
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温泉街の風景を PR するのが良いとの意見があがった。 

 

2) 今後の進め方 

・3月中にこれまでの成果をまとめて、市長への提言と交通関係者を集めた

会議を行う。 

 

【出席者】水俣市：山田 

熊本高専：橋本准教授、川口助教 

３年生：小田 

モニターツアー参加者：田中、田辺、津田、清水 

日本工営：高峯、行徳 
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モニターツアー募集フライヤー 
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行程 

 
おれんじ鉄道感謝デー 運賃が 300 円に 

 
おれんじ鉄道 

 
観光案内所でパンフレットを入手 

 
無料のレンタサイクル 
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さくらバスでの移動 

 
湯の鶴温泉前バス停 

 
昼食 諸国屋本舗 

 
昼食後のデザート 

 
水俣のスウィーツ：日照堂 

 
日照堂のスウィーツ 

 
温泉街の探索 

 
モニターツアー参加者 
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 市長への提言、交通関係者への発表（3/29） 

3/29 にこれまでの成果と提案内容を水俣市長と交通関係者へ発表して、平成

30 年度の企画の実施・実現化に繋げる予定である。 

 

実施期日 平成 30 年 3 月 29 日（木）10:30～11:00 

実施場所 水俣市役所 

実施状況 ・これまでの成果と提案内容を水俣市長と交通関係者へ発表して、平成 30

年度の企画の実施・実現化に繋げる予定である。 

【議事】 

1) 出席者紹介 

2) 平成２９年度取組実績の報告 

3) 提言書の提出 

4) 意見交換 

 

【出席者】水俣市長： 

水俣市総務課：緒方、大川、山田 

みなまた観光物産協会：西川事務局長 

産交バス水俣営業所：山田所長 

熊本高専：橋本准教授、川口助教 

３年生：小田、大塚 

２年生：生魚、市原、松下  

日本工営：高峯、行徳 

 
マスコミへのプレスリリース 
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 インスタグラムでの観光情報・公共交通の情報発信 

（1） インスタグラム活用の目的 

水俣市の市内観光振興、みなくるバスなどの公共交通の利用促進のために、

公式アカウントは「minakurubus_official」でインスタグラムを活用した観光

情報発信を開始している。インスタグラムを活用する理由は、以下の通りであ

る。 

➢ 特に若い世代の観光における情報収集・発信においてインスタグラム（SNS）の重

要性が高まっている。（10-30 代の若い世代、外国人観光客なども） 

➢ 高専生自身が水俣の良い場所、風景を撮影し、観光情報を発信することで、口コミ

的に情報発信する。 

➢ 公式アカウントが一方的に情報発信するのではなく、今回のツアーでの写真活用や

他の観光客や水俣市民が発信した情報をシェアすることが可能。 

 

（2） 公式アカウント「みなくるバス」 

1 月 20 日(土)の企画試行において作成した「minakurubus_official」のアカ

ウントは以下の通りである。今後、公式アカウントからのアップロードからだ

けでなく、今回のようなモニターツアー、他の方がアップロードした情報のシ

ェア等で、より情報を充実させる。 

 

図 4-10 公式アカウント「みなくるバスオフィシャル」 
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（3） コンテンツの充実に向けて 

公式アカウントからのコンテンツアップロード方法は大きく①公式アカウントによ

る投稿、②一般ユーザーの投稿(UGC: User Generated Contents)の活用、③写真を撮影・投

稿するイベント・ツアーの開催（水俣ではモニターツアー実施）の３通りある。 

②一般ユーザーの投稿(UGC: User Generated Contents)の活用について、公式ア

カウントだけだとコンテンツを充実させるまでに時間がかかるため、一般ユーザー

が「#みなくるバス」で投稿した写真などをシェア(Repost)する。リポスト収集用の

ハッシュタグを「#みなくるバス」とする。 

UGC 活用の注意点を以下に示す。 

➢ 元の投稿者がわかるようにする(＠ユーザー名) 

➢ キャプションに感謝のコメントも入れる（但し、あまり長くなりすぎないように） 

➢ リポストであることを示すハッシュタグを入れる「#repost」、「#regram」 

 

図 4-11 #Repost, @ユーザー名の活用（下呂市のインスタグラム） 
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4.4. 行橋：バスラッピング、バス内装、バス停のデザイン 

 概要とプログラム 

行橋市では、「バス、バス車両のデザイン検討」を、西日本工業大学情報デザイン学科、

建築学科と連携して進めた。当初行橋市が想定していた企画は、①バス停と②バス車両の

ラッピングデザイン検討であったが、現地調査や企画会議を通して、西日本工業大学より、

③バスの内装デザインも追加された。作業段階では、3 チームに分かれて作業を進めて、

模型試作、発表を繰り返しながら、提案のを図り、3 月下旬の行橋市地域公共交通活性化

協議会にてその提案内容を公共交通関係者に向けて発表する予定である。 

平成 30 年度、行橋市は福岡県の補助事業を申請して予算の確保を進めており、バスラ

ッピング、バス内装、バス停のデザインを実現化に向けて進めている。 

 

表 4-5 年間プログラムとコンサルタントの参加・支援実施日   

日付 取り組み 実施項目 結果 
参加

支援 

6 月 九州運輸局への

参画意向表明 

 参画意向表明の作成  行橋市が高等教育機関と連携して

取り組む当初想定企画を定めた 
 

7/21 行橋市とコンサ

ルタントの協議 

 テーマ設定と連携先の具

体化 

 連携して取り組む課題と企画の具

体化した 
● 

8/4 西日本工業大学

への連携依頼 

 連携依頼  河野教授より中島教授の紹介を受

けた 

 企画フライヤーを作成する 

● 

9/19 西日本工業大学

への連携依頼 

 連携依頼 

 今後の進め方について協

議 

 学生募集 

 作業時間の確保 

 中島教授が承諾した 

 学部２、３年生から学生を募集する 

 課外活動としてプロジェクトを実

施する 
● 

9 月 

下旬 

学生募集  企画フライヤーで学生を

公募 

 情報デザイン学科、建築デザイン学

科計 10 名の学生が参加した 
  

10/4 授業①キックオ

フ会議 

 自己紹介 

 水俣市や公共交通につい

て説明 

 取り組むテーマの説明 

 バス車輌、バス停のデザイ

ン事例の紹介 

 企画アイデアについて自

由意見交換 

 

 学生が自治体や公共交通について

理解した 

 学生と取り組むテーマを共有した 

 

 

 学生のやりたい企画に仕立てる 

 休日(10/28)に現地調査を実施する 

● 
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 現地調査の日程調整 

10/19 授業②現地調査

準備 

 バスやバス停について自

由意見交換 

 現地調査の内容調整 

 学生のやりたい企画に仕立てる 

  

10/28 現地調査  課題の認識を深め、企画案

を検討するために現地調

査を実施 

 行橋市から太陽交通へ現

地調査の協力要請 

 太陽交通本社訪問 

 まちなかのバス停調査 

 調査内容の振り返り 

 企画アイデアについて協

議 

 課題認識が深まり自治体の当初企

画に疑問も浮上 

 新たな企画アイデアの浮上 

 太陽交通が現地調査のために貸切

バスを手配してくださり、本社でバ

ス事業について説明した（大人達に

よる積極的な支援） 

● 

11/2 授業③課題整理

と企画協議 

 現地調査の振返り 

 網形成計画の説明 

 西工大の活動紹介(にじの

はしプロジェクト、小倉ハ

ロウィン) 

 企画アイデアについて協

議 

 大人によるテーマ設定の協議が長

引いた（学生の主体性を疎外した懸

念）。 

● 

11/9 授業④企画検討  企画アイデアについて自

由意見交換 

 テーマ設定が 3 つに定まった 
  

11/16 授業⑤企画検討  ３チームに分かれて学生

による企画書の作成 

 学生自身で企画書案を作成した 
● 

11/30 授業⑥模型試作  バス停、バス車輌、バス内

装の模型作成 

 企画書案を元に 3 チームに分かれ

て提案を具体化した 
● 

12/7 授業⑦模型試作  バス停、バス車輌、バス内

装の模型作成 

 3 チームに分かれて提案を具体化し

た 
● 

12/14 太陽交通への中

間プレゼン 

 西工大による太陽交通へ

の中間プレゼン 

 太陽交通から企画実現に向けた講

評を受けた 
● 

12/21 授業⑧ブラッシ

ュアップ 

 デザイン改善のための課

題整理 

 平成 30 年度の実施に向け

た協議 

 予算確保の時期と企画検討の時期

について課題が浮上 
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1/11 授業⑨ブラッシ

ュアップ 

 バス停、バス車輌、バス内

装の提案 

 企画内容をブラッシュアップした 
● 

1/18 授業⑩ブラッシ

ュアップ 

 バス停、バス車輌、バス内

装の提案 

 企画内容をブラッシュアップした 
  

1/30 授業⑪ブラッシ

ュアップ 

 企画案の最終化  企画内容の最終化に向けた作業を

した。 

  

  

2/1 授業⑫ブラッシ

ュアップ 

 提案最終化  企画内容の最終化に向けた作業を

した。 

 授業は終了したが、3 月の交通協議

会まで企画内容を個別に最終化す

る 

● 

2 月 

3 月 

西工大による継

続的な作業 

 継続的な企画内容の最終

化 

 企画内容を最終化して、プレゼン資

料も準備した。 
 

3/19 協議会での成果

発表 

 行橋市地域公共交通活性

化協議会での成果発表 

 これまでの成果と提案内容につい

て大学生より交通協議会で発表し

た 

 平成 30 年度も継続して企画を実

施・実現化する 

● 

3/20 毎日新聞・読売

新聞・朝日新聞

への掲載 

  プロジェクトの周知 

 

平成

30 

年度 

企画の実施・実

現化 

 進め方について協議（活動

内容・体制・スケジュール） 

 行橋市での予算の確保 

 企画を実施・実現化する 
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 行橋のプロジェクトのポイント 

時期 内容 

学生の最

終成果 

【課題】 

 バス停、バス路線が分かりづらい 

 商業施設等に案内板が無い 

 太陽交通（バス会社）としての認知度が低い 

【現状】 

 太陽交通が人間的な温かみのある企業 

  

分かりづらいバス停 

【企画】 

 あたりバスによる認知度の向上（バスラッピング） 

 快適すぎる内部空間の創出（バス内装） 

 地域住民とバス停を作るイベントの創出 

 

バスラッピングデザイン 

  

バス内装デザイン      バス停のデザイン 
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九州運輸局

に提出した

当初企画 

(5 月) 

【高等教育機関と連携して実施したい取り組み】 

 学生と共に、誰にでもわかりやすく、街の活性化、バスの利用促進につながる

ようなバス停のトータルデザイン及び、ラッピングバスのデザインを考えた

い。 

【公共交通における現状や課題】 

 市内を運行する路線バスのバス停が小さくわかりにくい。 

 路線バス事業者がラッピングを希望しているバスが 1 両ある。 

 現在、駅前通り（行橋停車場線）の拡幅（県事業平成 27～33 年度）、中心市街

地活性化の取り組み（都市再生整備事業 平成 27～31 年度）、公共交通網形成

計画事業（平成 28～32 年度）を実施しているため、それに併せた取り組みを行

いたい。 

【想定される連携先】 

 西日本工業大学、九州工業大学、北九州市立大学 

 様々な委員会や会議で有識者として、教授に参画していただいている 

行橋市とコ

ンサルタン

トの協議 

(7/21) 

 行橋市とコンサルタントで取り組むテーマと連携先について協議 

 協議内容を元にコンサルタントがフライヤーを作成 

 

西日本工業

大学への連

携 依 頼

（8/4） 

 連携先の西日本工業大学へ協力依頼、中島教授の承諾 

 中島教授が学部２、3 年生に参加を募集して、10 名の学生が参加表明 

 参加理由は「プロジェクトが面白そうだと感じた」「単位が出るから」等 

授業①キッ

クオフ会議

(10/4) 

 学生とのキックオフ会議で、行橋市の概要、公共交通の現状、当初企画、デザ

イン事例についてガイダンス 

 その後、企画内容や公共交通について学生と自由意見交換 

  

   

Point プロジェクト案を可視化 

Point：テーマの共有・学生

のやりたいことに仕立てる 
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ガイダンスの様子         自由意見交換 

  現地調査は、太陽交通の訪問、3 チームでの市街地のバス停調査、取りまとめ

と今後の進め方について協議 

 太陽交通が調査のために貸切バスを手配してくださり、リクルートの話もされ

ていた。 

 ラッピングを想定している車両が既にシックで良い雰囲気であったため、ラッ

ピングデザインの必要性について疑問が浮上 

 バス車内に広告が無いことが分かり、西工大からバス内装デザインの可能性が

提案 

 

 

   

太陽交通本社訪問       3 チームに分かれてのバス停調査  

   

調査後の振り返り    ラッピングの想定車両   バス車内には広告が無い 

企画検討  大学側はバスラッピングデザインの企画の必要性に疑問があるが、行橋市は次

年度予算として計上予定で実施したかったため、大人達（自治体・先生・コン

サルタント）によるテーマ設定の協議が長引いた。（学生の主体性を疎外した

懸念） 

 中島教授、梶谷講師による他のプロジェクト紹介、行橋市による公共交通網計

画の紹介などによるによる企画検討材料の提示 

 その後学生自身による企画検討を始め、「住民とのバス停づくりによる思い出

づくり」のアイデアが浮上。学生から世の中にない新しいアイデアが生まれて

企画として採用 

  
大人達（先生、自治体、コンサルタント）によるテーマ設定の協議・ 

企画検討材料の提示 

 

Point：交通事業者の積極的な協力 Point：課題の整理 

Point：大人達が話しすぎない 
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学生自身による企画検討    企画検討シート（タイトル・5W2H 等）  

模型試作 

(11/30- 

12/7) 

 検討した提案内容を 3 チームに分かれて、自由に意見交換しながら具体化 

 作業・発表・講評のサイクルを早くまわしながら提案内容のブラッシュアップ

（クイック＆ダーティーというデザイン手法） 

   
バス停チーム    バスラッピングチーム  バス内装チーム 

 
提案のブラッシュアップ（クイック＆ダーティー） 

太陽交通へ

の中間プレ

ゼン 

(12/14) 

 中間プレゼンを実施して、太陽交通、行橋市からの講評を受けた 

 太陽交通から「面白い試みになりそうである」という意見があがり、「ラッピ

ングデザインは太陽案と四つ葉案の 2 案とも面白い」「木材の使用について、

つり革は強度の問題、床面は耐久性の問題等で使用に課題あり」という実現化

に向けた課題もあがった 

   
先生によるプロジェクトの概要説明 学生による各チームの提案説明 

   
学生による各チームの提案説明 バス会社・行橋市による講評 

発

表

講評

作

業

Point：企画の実現に向

けて交通事業者も応援 
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  中間プレゼン後は、パソコン作業によるデザインの具体化 

 授業終了後の春休み期間も、LINE グループで学生から先生へ提案が送られ、提

案内容をブラッシュアップしながら 3/19 の行橋市地域公共交通活性化協議会に

向けて最終化 

   
PC 作業によるデザインの具体化 LINE による学生と先生の継続的なやりとり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Point：学生自身によるプロジェクト推進 
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 九州運輸局への参画意向表明（6 月） 

行橋市が九州運輸局へ提出した参画意向調査書の当初企画を示す。 

 

表 4-6 水俣市の当初企画 

自治体 当初想定企画 想定される連携先 

行橋市 

都市 

政策課 

【高等教育機関との連携により実施したい取り組み】 

・学生と共に、誰にでもわかりやすく、街の活性化、バスの

利用促進につながるようなバス停のトータルデザイン及

び、ラッピングバスのデザインを考えたい。 

【公共交通における現状や課題】 

・市内を運行する路線バスのバス停が小さくわかりにくい。 

・路線バス事業者がラッピングを希望しているバスが 1 両

ある。 

・現在、駅前通り（行橋停車場線）の拡幅（県事業平成 27

～33 年度）、中心市街地活性化の取り組み（都市再生整備

事業 平成 27～31 年度）、公共交通網形成計画策定事業

（平成 28～32 年度）を実施しているため、それに併せた

取り組みを行いたい。 

 

西日本工業大学、九州工業

大学、北九州市立大学 

様々な委員会や会議で有

識者として、教授に参画し

ていただいている。 
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 行橋市との協議（7/21） 

参画意向調査書を元に、行橋市とコンサルタントで取り組むテーマと連携先について

協議した。 

 

 

実施期日 平成 29 年 7 月 21 日（金）13:30～14:30 

実施場所 行橋市役所 

実施状況 ・平成 29 年度運輸局直轄調査への参画意向調査書を元に、行橋市とコンサ

ルタントで取り組むテーマと連携先について協議した。 

 

【議事】 

1) 具体的な取組について 

2) 今後の進め方 

 

1) 具体的な取組について 

・市内を運行する路線バスのバス停が小さく分かりにくいため、バス停のデ

ザインを大学（学生）にお願いしたいと考えている。対象のバス停は、中

心市街地活性化の取組みと合わせて、中心部の１０のバス停を想定してい

る。（来年度にバス停デザイン・製作の予算を確保） 

・路線バス事業者（太陽交通）がラッピングを希望している車両が１台あり、

このデザインを学生に検討してほしい。（予算的担保は今のところなし） 

・7/28に地域公共交通協議会が開催され、副会長の河野雅也先生（西日本工

業大学）とお話する機会があるので、その時に行橋市から相談して、取組

みの方向性を確認する。（西工大だけで対応できるのか、広く他の大学を

巻き込む可能性はあるか、この分野で協力してもらえる学生はいるか、等） 

2) 今後の進め方 

・バス停のデザイン、バスのラッピングデザインをＡプランとして優先さ

せ、地元高校生の参画については+αのＢプランとして検討する。 

 

【出席者】行橋市：末松 

日本工営：白石、高峯 

 

 

  

※記述の仕方について※ 

プロセスや企画に関する重要な点・良い点 

プロセスや企画に関する課題・反省点 
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 西日本工業大学への連携依頼（8/4） 

西日本工業大学中島教授を訪問して、行橋市が連携プロジェクトとして検討して

いる内容を相談して、中島教授を紹介してもらった。 

 

実施期日 平成 29 年 8 月 4 日（金）9:00～10:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス 

実施状況 ・行橋市から提出された平成 29 年度運輸局直轄調査への参画意向調査票を

元に、コンサルタントと行橋市で企画の具体化と今後の進め方について協

議した。 

【議事】 

1) 具体的な取組について 

2) 今後の進め方 

 

1) 具体的な取組について 

・バス停のデザインについては、情報デザイン学科の後期のデザイン実習の

中で検討していくことが考えられる。 

・バス車両のラッピングデザインについては、幅広く行橋市民の方に参加し

てもらうとともに、活動が継続的になるように、サークル活動の部の１つ

である「まちづくり支援グループ３R（部）」でプロジェクトを立ち上げる

方向で調整する。 

・大学側でも予算が必要（デザインのカラープリント代や行橋市への学生の

旅費等）なため、日本工営の方で対応する。 

 

2) 今後の進め方 

・8/21中をメドに、学生への今回のデザイン・プロジェクトの呼びかけチラ

シを NKが作成し、河野教授をはじめ、関係者に送付する。 

・バス停のデザインは、後期の実習の中で４週間程度（１０月中くらい）で

の完成を見込む。 

・バス車両のラッピングデザインは、10月～月１回程度、大学でのミーティ

ングを行い、内容を詰めながら、11、12月～地域でのワークショップ等を

行って、デザインを検討していくというスケジュールで現段階は進める予

定。 

 

【出席者】行橋市：本多、末松、永見 

西日本工業大学：河野教授 

日本工営：白石、高峯 
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 西日本工業大学との協議(9/19) 

西日本工業大学河野教授より紹介を受けた中島教授に、プロジェクトへの参加学生募

集フライヤーについて説明した後、企画内容と今後の進め方について協議した。その結

果、学部２、３年生から学生を募集して、課外活動としてプロジェクトを実施することと

した。 

 

実施期日 平成 29 年 9 月 19 日（火）10:00～10:45 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス 

実施状況 ・西日本工業大学河野教授より紹介を受けた中島教授に、プロジェクトへの

参加学生募集フライヤーについて説明した後、企画内容と今後の進め方に

ついて協議した。 

【議事】 

1) 具体的な取組みについて 

2) 今後の進め方 

 

1) 具体的な取組について 

・本企画を進めるにあたり、生徒の募集方法と企画の位置づけにつき、下記

の内容が協議された。 

・ 1 ～ 3年生に公募する。3年生はスキルが高く、1年生からはユニ

ークなアイデアが期待される。 

・ デザイン奨学生などの優秀な人材で少数精鋭チームとする。 

・ 地元の行橋市出身の学生に呼びかける。 

・ ゼミ（90 分×15回）として行う場合、単位認定可能。学生を集める

のが容易で、定期的な作業時間を確保できる。 

・ 課外活動として自由参加とする場合、必要人員が集まるのならば、

学生の意欲や企画実施の自由度は高い。 

2) 今後の進め方 

・中島教授で学生の募集方法とプロジェクトの位置づけについて、検討後共

有いただく。 

→学部２、３年生から学生を募集して、課外活動としてプロジェクトを実施

することとした。 

・記者発表をプロジェクト開始時と企画実施時に予定する。 

→原稿案は日本工営で作成して、行橋市から記者クラブへ投げ込みしてい

ただく。 

 

【出席者】行橋市：永見 

西日本工業大学：中島教授 

日本工営：白石、高峯、行徳 
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企画への参加学生募集用フライヤー 
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 授業①キックオフ会議（10/4） 

プロジェクトへの参加を希望した情報デザイン学科、建築学科の 2、3 年生 10 名とキ

ックオフ会議を行った。行橋市とコンサルタントによるガイダンスを行い取り組むテー

マについて共有後、学生のやりたい企画アイデアに仕立てるために自由意見交換を行っ

た。 

 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 4 日（水）16:10～17:40 

実施場所 西日本工業大学・小倉キャンパス 

実施状況 ・プロジェクトへの参加を希望した情報デザイン学科、建築学科の 2、3 年

生 10 名とキックオフ会議を行った。 

【議事】 

1) 自己紹介 

2) プロジェクトの説明 

3) 行橋市の概要と公共交通 

4) デザイン検討についての議論 

5) 今後のスケジュール 

・デザイン 1:バス停のデザイン（行橋市内のバス停 10 基） 

・デザイン 2:バス車両のラッピングデザイン(長さ 8.9m×高

さ 2.9m) 

 

4) デザイン検討についての議論 

・学生からすぐに自由意見は出てこなかったため指名する形で全員から意

見を聞いた。 

・バス停やバス車両のデザイン事例を紹介後、学生達にバスやバス停などの

課題、解決案について自由意見交換を行った。 

・課題：バス停が見つけにくい、時刻表が分かりづらい、海幸山幸号のバス

車両を見ても路線バスと分からない 

・デザインに関する意見：バス停、バス車両、ロゴの統一したデザイン、

「太陽」など誰にでもわかるデザイン、三角柱のバス停 

・情報発信に関する意見：ブランディング、全国から認知される PR の方

法を検討する 

・今後は 10/28(土)に現地調査を実施した後、曜日を定めて 5 限の時間帯に、

企画を進めていく。 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

情報デザイン学科：3 年生 矢頭、川村、春本、塩塚、青木 

2 年生 野原、村井、福田、渡辺 

建築デザイン学科：3 年生 田村 

日本工営：高峯、行徳 
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キックオフ会議のプログラム 

 
行橋市の概要（資料の一部） 

 
バス停・バスデザイン（資料の一部） 

 
学生達へのガイダンス 

 

 

 
企画内容や公共交通について自由意見交換 
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 授業②現地調査準備（10/19） 

バスの課題を学生達で考え、次回の現地調査の内容やスケジュールを確認した。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 19 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス 

実施状況 ・バスの課題を学生達で考え、次回の現地調査のスケジュールを確認した。 

【議事】 

1) バスの課題について 

2) 今後のスケジュール 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

学生複数名 
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 現地調査（10/28） 

行橋市で現地調査を実施した。太陽交通の本社を訪問（会社説明、ラッピングデザイン

の想定車両の確認）して、3 チームに分かれて市街地のバス停調査をした後、調査結果の

取りまとめ、今後の進め方について協議した。 

バス停は取り組むべき課題として認識したものの、バス車両は既にシックな雰囲気で

あるため、バスラッピングの必要性について今後協議することとなった。また西工大か

らの提案で新たにバス内装のデザインの可能性が浮上した。 

現地調査にあたって、太陽交通が貸切バスを手配してくださり、会社概要やリクルー

トの話までされており、学生が参加することで交通事業者の積極的な支援が見られた。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 28 日（土）11:30～17:30 

実施場所 行橋市 

実施状況 ・太陽交通の本社を訪問（会社説明、ラッピングデザインの想定車両確認）

して、3 チームに分かれて市街地のバス停調査をした後、調査結果の取り

まとめ、今後の進め方について協議した。 

【現地調査】 

1) 太陽交通の本社訪問 

①会社説明 

②ラッピングデザインの想定車両 

2) ３チームに分かれて市街地のバス停調査 

3) 調査結果のとりまとめ、今後の進め方 

 

1) 太陽交通の本社訪問 

・2002 年西鉄が赤字路線のため撤退することになり、行橋市から太陽交通

へ相談。市民の足として新たに路線バス事業に取組んだ。当時の社長の意

向により、行橋市と事業者と市民それぞれが win-win の関係となり、継続

的な事業にするべく様々な経営努力をした。その結果、西鉄時代の 1/10 の

補助金で路線バスを運行している（約 5000 万→約 400 万)。バス事業とし

て赤字であるものの、タクシー事業で補填）。 

・未だに西鉄が運行していると思っている方、そもそも路線バスの存在を知

らない方がいることが課題。そのような方々に路線バス、太陽交通につい

てアピールしたい。 

1) 太陽交通の本社訪問②ラッピングデザインの想定車両 

・バスのラッピングは社外だけでなく、社内でも可能。（民間事業者の宣伝

は、社外のみで社内に広告が無いため自由にデザイン可能。） 

・ロゴデザインの提案も可能。 

2) ３チームに分かれて市街地のバス停調査 

・チーム毎に 5 基程度まちなかのバス停を確認して、バス停の課題を確認し

た。 

 認識しにくい 

 バス停に路線図が無い等の情報不足 

 バス停に統一性が無い 

 南本町は各支線が集まって行橋駅に向かう位置なので、バスの本数が異

常に多い 

3) 調査結果のとりまとめ、今後の進め方 

・バス事業者と利用者のミスコミュニケーションが課題。西鉄が撤退した路

線を引き取って経営努力しているが、利用者とのコミュニケーションが下

手で未だに西鉄が運行していると勘違いされている。そもそもバスが運行

されている状況を知られていないなども。 
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・バス停が非常に分かりにくい。路線図が無いなど、一元様お断りの状況。

バス停の改善は、西日本工業大学との連携プロジェクトで取組むべき解決

策の一つ。 

・ラッピングを想定しているバスのデザインがそこまで問題がなく、むしろ

シンプルでシックな印象を受けるので、費用をかけて改めてバスのラッピ

ングバスに取組むべきか協議する必要がある。 

・市としては利用促進施策がラッピングバスと確定しているわけではない。

今後の進め方、取組むべき解決策、事業スキームなどは 11 月 2 日に協議

する。 

・バス内装のデザインについては今後検討する。 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

学生 9名 

太陽交通：屋根内、高柳 

日本工営：高峯、行徳 

 
現地調査スケジュール 
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バス停調査チーム分け 

 
太陽交通の会社説明 

 
ラッピングを想定しているバス車両 

 
バス車内に広告が無い 

 
自社製のバス停（新矢留コスタ線設置予定） 

 
視認しにくいバス停 

 
路線図があるバス停はほとんど無い 

 
バス停の情報不足 

 
調査とりまとめ 
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 授業③課題整理と企画会議（11/2） 

バスの課題整理のために、網形成計画で挙げられた課題、現地調査で挙げられた課題

を整理するとともに、企画案検討に参考となる中島教授、梶谷講師の取組の紹介がなさ

れた。 

この時点では、大人達（自治体・先生・コンサルタント）による予算やテーマ設定の協

議が長引いてしまったため、学生による企画検討や自由意見交換の時間が減ってしまっ

たため、学生の主体性を疎外した懸念が残る。 

一方で、「住民とのバス停づくりによる思い出づくり」のアイデアが学生から提案され

た。 

 

実施期日 平成 29 年 11 月 2 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス 

実施状況 ・バスの課題整理のために、網計画で挙げられた課題、現地調査で挙げられ

た課題を整理するとともに、企画案検討に参考となる中島教授、梶谷講師

の取組の紹介がなされた。その後、今後の企画について協議した。 

【議事】 

1) 網形成計画で挙げられた課題 

2) 現地調査結果振り返り 

3) 西日本工業大学の取組み紹介 

 （にじのはしプロジェクト、こくらハロウィン） 

4) 企画について協議 

 

1) 網形成計画で挙げられた課題 

・バスの利用状況は、「全く利用してない」が 7 割。「ほとんど利用しない」

が 2 割弱。「利用層」は 1 割強にとどまる。 

・バス利用の問題点は、「便数が少ない」「バス路線を知らない」「自宅から

バス停が遠い」が主な意見。 

・網形成計画では、バス路線を知ってもらうために、「バス停の改善」「バス

のラッピング」などの企画を提案した。 

2) 現地調査結果振り返り 

・分かりにくいバス停を改善する取組みは必要だと感じた。 

・太陽交通がラッピングを想定しているバス車両の現状のデザインが既に

レトロでシックな良い雰囲気に感じられ、ラッピング以外の「新たな企画

案」の可能性も検討する。 

3) 西日本工業大学の取組み紹介 

・にじのはしプロジェクト、こくらハロウィンの紹介がなされ、ストーリー

を意識した情報発信をする重要性を確認した。２つの企画とも予算は少な

かったが、SNS で情報発信しながら、新聞、Yahoo ニュース、NHK、民

放に取り上げられた。 

4) 企画について協議 

・大人達（自治体・先生・コンサルタント）により、ラッピングデザインの

必要性の有無について再度協議がなされ、自治体が予算を確保して、太陽

交通を支援する形でプロジェクトを進める（交通事業者の負担にはならな

い）ため、バスラッピングデザインも検討を進めることとした。 

・学生の提案した企画案：地域住民でも製作可能なバス停デザイン案と地域

住民とのバス停づくり。バス停が住民の「思い出」となり、愛着を持って

バスを利用する効果を期待する。 

・今後学生主体で企画案の検討を進める。 
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【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

学生 7 名 

日本工営：中江、行徳 

 

 
公共交通の運行状況 

 
バスの利用頻度 
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バス利用の問題点 

 
会議の様子 
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 授業④企画検討（11/9） 

前回学生から「バス停の製作・思い出づくり」という世の中に無い新たなアイデアが挙

げられた事は、面白いアイデアを思い付いたという学生にとっての成功体験になったと

考えられる。学生の自由な発想を重視することが、今回の調査事業では重要であると考

え、更なるアイデア出しのための自由意見交換を行った。 

 

実施期日 平成 29 年 11 月 9 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス 

実施状況 ・前回学生から「バス停の製作・思い出づくり」のアイデアが挙げられた事

は、面白いアイデアを思い付いたという学生にとっての成功体験になった

と考えられる。 

・学生の自由な発想を重視することが、今回の調査事業では重要であると考

え、更なるアイデア出しのための自由意見交換を行った。 

【議事】 

1) 前回会議の振り返り 

2) 自由意見交換 

 

2) 自由意見交換 

生徒の意見は以下の内容でまとまった 

・バスの改造：快適すぎる内部空間 

(京築ひのきのインテリア・シート等) 

・想い出作り：広告スペースを活用した作品応募コンテストコーナー 

 (学生のコンテスト、シニアの写真・川柳等のコンテスト) 

・その他  ：乗り合いバス、物販 

・当たりバス：ラッキーなイメージ 

(ロゴが違う・後部がちょっと違う) 

        スピリチュアル 

        牡蠣の殻をつける 

        ネガカラー・高級感(金・黒) 

【出席者】行橋市：永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

学生 7 名 

 

 

 
面白いアイデアを考え出した成功体験 

 

 
授業の様子 
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 授業⑤企画検討（11/16） 

これまで挙がった企画案を元に、3 チームに分かれて具体的な内容について学生自身

で企画検討を行った。次回は、１チーム 1000 円以内で材料を購入（コンサルタントの諸

経費）して、立体的なデザインなどを試作することとした。 

 

実施期日 平成 29 年 11 月 16 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス 

実施状況 ・これまで挙がった企画案を元に、3 チームに分かれて具体的な内容につい

て学生自身で企画検討を行った。 

 

【議事】 

1) これまでの振り返り 

2) チーム分け 

3) チーム毎に具体的な内容について協議 

 

2) チーム分け 

・今後、検討する内容ごとにチームを編成して、その中で議論・検討する。 

・地元の人とのバス停の手作り（バス停チーム）：福田、青木、渡辺 

・当たりバス（バス外装チーム）：野原、村井 

・バスの改造、想い出作り、その他（バス内部空間チーム）：田村、野洲、

川村、春本 

3) チーム毎に具体的な内容について議論 

・バス停チーム 

・親子向けにＤＩＹでパーツを用意して、バス停を組み立てていく。 

・参加者は、回覧板などを使って告知する。予算は１基あたり２万円程度

想定。 

・当たりバス（バス外装チーム） 

・若い人向けに夕方以降のみ運行するバスを考える。（ムーンライトバス

のようなイメージ）蛍光塗料などを使って、インスタ映えするバスの外

装デザインを考える。 

・ラッピングは業者が行い、コストは 50～100 万円程度を想定する。 

・バスの改造、想い出作り、その他（バス内部空間チーム） 

・利用促進につながる内装を考える。行橋市の特産品の再発見につながる

商品を販売する。 

・若者や高齢者などをターゲットとする。快適空間になるように地元のヒ

ノキ材等を活用する。 

 

・次回は、１チーム 1000 円以内で材料を購入し、立体的にデザインなどを

試作していく。 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

学生：福田、青木、渡辺、野原、村井、田村 

   野洲、川村、春本 

日本工営：高峯 
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これまでの振り返り 

 

 

 
課題と伸びしろ 
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企画具体化用シート（タイトルと 5W2H） 

 
記載されたシート 

 
企画の具体化 

 
企画の具体化 
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 授業⑥模型試作（11/30） 

検討した提案内容を 3 チームに分かれて、自由に意見交換しながら模型等で企画を具

体化していった。具体化した企画内容は発表、先生や他の学生から指摘を受けるサイク

ルを 2 回行い、提案のブラッシュアップを図った。 

 

実施期日 平成 29 年 11 月 30 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス図工室 

実施状況 ・チーム毎に購入した材料を使いながら、模型の試作を開始した。 

【議事】 

1) ３チーム別に試作・発表（２回まわし） 

 

1) ３チーム別に試作・発表（２回まわし） 

“快適すぎる”バス内部空間（バス内装チーム） 

・木の質感→床・手すり・つり革・座席などを和の統一感で装飾。 

・天井を壁紙にして昼は青空、夜は星空を表現。（→和のテイストからブ

レている。「軸」を押さえる） 

“当たり”バス（バス外装チーム） 

・蛍光塗料で星を外装に施す。昼間は見えない。 

・雨の日は虹が浮かび上がる塗料。４つ葉バス（運転手が毎日ｸﾛｰﾊﾞｰの場

所を変える）。青い鳥など 

地元の人との“分かりやすい”バス停づくり（バス停チーム） 

・積み木のようにバス停を作り、地元の人に参加してもらう。 

・三角柱のバス停。（地元の参加性は、参加者全員の手形をプリントして

メモリアルとして貼るなど） 

・今後のスケジュールとして、次回（12/7）は、今日の振り返りを踏まえて、

試作品のブラッシュアップを行い、12/14に中間プレゼンとして、試作品

とコンセプトを発表する。 

 

【出席者】行橋市：永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

バス内装チーム：田村、野洲、川村、春本 

 バス外装チーム：野原、村井 

 バス停チーム：福田、青木、渡辺 

日本工営：高峯 

 

 

 
バス内装チーム 

 
発表の様子 
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 授業⑦模型試作（12/7） 

前回同様、3 チームに分かれて模型の試作と発表を 2 回まわして提案のブラッシュア

ップを図った（クイック＆ダーティーというデザイン手法）。次回の太陽交通への中間プ

レゼンに向けて、企画の背景やコンセプトなどを各チームで整理することとした。 

 

実施期日 平成 29 年 12 月 7 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス図工室 

実施状況  

【議事】 

1) ３チーム別に試作・発表（２回まわし） 

“快適すぎる”バス内部空間（バス内装チーム） 

“当たり”バス（バス外装チーム） 

地元の人との“分かりやすい”バス停づくり（バス停チーム） 

 

・次回の中間プレゼンに向けて、企画の背景やコンセプトなどを各チーム内

で整理することとした。 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：梶谷講師 

バス内装チーム：田村、野洲、川村、春本 

 バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

 バス停チーム：福田、渡辺 

日本工営：行徳 

 
図工室 

 
バス内装チーム 

 
バス外装チーム（ラッピングデザイン案） 

 
バス停チーム（三角柱のバス停） 
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 太陽交通への中間プレゼン（12/14） 

3 チームの企画案をバス事業者に対する中間報告としてプレゼンテーションを行っ

た。バス事業者の反応は良好であり、講評の意見を反映させながら提案内容をブラッシ

ュアップしていくことになった。 

太陽交通は中間プレゼンのために西日本工業大学に来て、良い感想や実現化に向けた

課題を伝えており、企画の実現に向けて交通事業者も応援している様子であった。 

 

実施期日 平成 29 年 12 月 14 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス図工室 

実施状況 ・3 チームの企画案をバス事業者に対して中間プレゼンした。 

【議事】 

1) 提案内容に至る背景、課題の整理 

2) バス内装チームのプレゼン 

3) バス停チームのプレゼン 

4) バス外装チームのプレゼン 

5) 太陽交通による講評 

 

 

5) 太陽交通による講評 

・バス事業者の反応は良好であり、講評の意見を反映させながら提案内容

をブラッシュアップしていくことになった。 

 

“快適すぎる”バス内部空間（バス内装チーム） 

・木材の使用について、つり革は強度の問題、床面は耐久性の問題等で使

用が困難である。 

 

地元の人との“分かりやすい”バス停づくり（バス停チーム） 

・面白い試みになりそうである。 

・三角柱のバス停は構造上倒れる可能性がある。（行橋市） 

 

 “当たり”バス（バス外装チーム） 

・太陽案と四つ葉案の 2 案とも面白い。四つ葉のデザインを軸に 2 案とも

検討する方向とする 

 

 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

バス内装チーム：田村、野洲、川村、春本 

 バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

 バス停チーム：福田、渡辺、青木 

太陽交通：屋根内、高柳 

日本工営：高峯 
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バス内装チーム１ 

 
バス内装チーム２ 

 
バス外装チーム１ 

 
バス外装チーム２ 

 
バス停チーム１ 

 
バス停チーム２ 

 
先生による課題と背景説明 

 
太陽交通による講評 
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 授業⑧ブラッシュアップ（12/21） 

中間プレゼンでの太陽交通の指摘内容を踏まえて、今後改善すべき提案内容の整理と

来年度の実施に向けた協議を行った。 

行橋市が平成 30 年度に申請する福岡県の補助金「個性ある地域づくり推進事業」のヒ

アリングが 2 月に実施されるため、1 月末には西工大による企画の具体化や見積もりが

必要となる。しかし、現時点でバス停のサイズ、素材などは確定していないため、見積も

り作成が困難である。そのため、来年 1 月末までにはデザインをある程度確定させる必

要がある。 

 

実施期日 平成 29 年 12 月 21 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス図工室 

実施状況 ・中間プレゼンでの太陽交通の指摘内容を踏まえて、今後改善すべき提案内

容の整理と来年度の実施に向けた協議を行った。 

【議事】 

1) 今後改善すべき提案内容の整理 

2) 来年度の実施に向けた協議 

 

1) 今後改善すべき提案内容の整理 

・最初、学生が考えていた内容から、①現状のままでよい点、②耐用性、バ

ス車両の構造上、提案した内容では実現不可能な点,、を整理した。 

・その後、改善した内容でさらにデザインを精査にしていく作業を行った。 

2) 来年度の実施に向けた協議 

・平成 30 年度バス事業の 1/2 を補助する補助金「個性ある地域づくり推進

事業」に申請している（補助主体は福岡県）。 

・その補助金の申請に対するヒアリング調査が平成 30 年 2 月に実施され、

その前までに来年度の概要計画書を平成 30 年 1 月末頃に提出する予定。 

・バス停制作、バスラッピングの費用を補助対象としており、詳細を年明け

早々につめる必要がある。そのため見積りを業者に依頼する必要がある

が、現在、デザイン（サイズ、素材等）がはっきり確定していないため、

見積作成が困難な状況。 

・年明けには、サイズ、素材を決める必要があり、素材は学生のこだわりを

確認しつつ決める。 

・バスラッピングは２つのデザインを同時並行で進める。 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：梶谷講師 

バス内装チーム：田村、野洲、川村、春本 

バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

バス停チーム：福田、渡辺、青木 
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 授業⑨ブラッシュアップ（1/11） 

今後改善すべき提案内容の整理に基づき、各チームで作業を進めた。 

 

実施期日 平成 30 年 1 月 11 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス図工室 

実施状況  

【議事】 

1) 各チームでの作業 

 

1) 各チームでの作業 

バス内装チーム：田村、野洲、川村、春本 

・つり革、床、かご等の色、素材などのディテールを検討した 

バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

・四つ葉のバス、太陽バスの具体的なデザインについて検討した 

バス停チーム：福田、渡辺、青木 

・具体的なサイズや素材を検討した 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

バス内装チーム：田村、野洲、川村、春本 

 バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

 バス停チーム：福田、渡辺、青木 

日本工営：高峯 

 

 
バス内装チームの提案 

 

バス外装チームの提案１ 

 
バス外装チームの提案２ 
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 授業⑩ブラッシュアップ（1/18） 

これまで検討した内容をパソコン上で具体化する作業を開始した。先生に指導を受け

ながら PC 作業を進めており、実践プロジェクトを通して専門性の向上等の効果が期待

できる。 

 

 

実施期日 平成 30 年 1 月 18 日（木）16:30～18:00 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス図工室 

実施状況 ・これまで検討した内容をパソコン上で具体化する作業を開始した。 

 

【議事】 

1) 各チームでの作業 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

バス内装チーム：田村、野洲、川村、春本 

 バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

 バス停チーム：福田、渡辺、青木 

 

 
バス内装チーム１ 

 
バス外装チーム２ 

 
バス停チーム１ 

 
バス停チーム２ 
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 授業⑪⑫ブラッシュアップ（1/30-2/1） 

春休みに入り、2 日間かけてデザインの 3 チームとも企画内容の最終化を行った。授

業終了後も学生と先生で継続的に企画内容をブラッシュアップした上で 3 月の行橋市地

域公共交通活性化協議会（以下、協議会）で発表する。 

最終プレゼン資料の作成作業は、先生と学生で役割分担がなされた。梶谷講師による

と、学生がプレゼン資料を作成する場合更に 5 コマ程度が必要になるため、先生がプロ

ジェクトの課題、背景なども含めた全体を、学生がチーム毎の提案内容の最終化を進め

た。 

 

実施期日 平成 30 年 1 月 30 日（水）, 2 月 1 日（木）終日 

実施場所 西日本工業大学 小倉キャンパス図工室 

実施状況 【議事】 

1) 各チームでの作業・提案最終化 

2) 交通会議での発表について 

3) 参加学生へのアンケート 

 

1) 各チームでの作業 

バス内装チーム：田村、野洲、川村、春本 

・模型と車内イメージパースを作成した。 

バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

・四つ葉のバス、太陽バスのデザインを多数作成した。 

バス停チーム：福田、渡辺、青木 

・デザインを最終化して、ロゴや住民の方々の思い出づくりの仕組みを検

討した。 

2) 交通会議での発表について 

・交通会議は 3 月中に開催予定。 

・プレゼンテーション資料の作成を学生に頼むと更なる作業時間（10 時間

程度）が必要となるため、先生がとりまとめる。 

・市役所で広報をしてマスコミを呼ぶことで、話題性や取り組みの宣伝効

果を高める。 

3) 参加学生へのアンケート 

・本取り組みについて振り返った上で、参加した感想や満足度を学生にア

ンケートした。（アンケート結果は後述） 

 

【出席者】行橋市：本多 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

バス内装チーム：田村、川村、春本 

 バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

 バス停チーム：福田、渡辺、青木 

日本工営：高峯、行徳 
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バス内装チームの作業風景 

 
バス外装チームの作業風景 

 
バス停チームの作業風景 

 
最終授業のためアンケート実施 

 
バス内装チームの提案 
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バス外装デザインの 1 案 

  

バス停チームの提案 

 

授業終了後も学生から先生にデザインについて相談 
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 行橋市地域公共交通活性化協議会での成果発表（3/19） 

平成 30 年度の実施・実現化に向けて、大学生がこれまでの成果と提案内容を行橋市地

域公共交通活性化協議会で成果発表した。 

 

実施期日 平成 30 年 3 月 19 日（月）10:00～12:00 

実施場所 行橋市役所 

実施状況 【議事】 

1) マスコミ取材 

2) 協議会での提案発表 

 

1) マスコミ取材 

・新聞各社からプロジェクトの経緯や提案内容について取材を受けた。 

 

2) マスコミ取材 

・プロジェクトの提案発表をした。 

 

【出席者】行橋市：本多、永見 

西日本工業大学：中島教授、梶谷講師 

バス内装チーム：田村、川村、春本 

 バス外装チーム：野原、村井、塩塚 

 バス停チーム：福田、渡辺、青木 

日本工営：高峯、行徳 

 

 

マスコミ取材 

 

交通協議会での成果発表 

 

成果発表の様子 

 

交通協議会での成果発表 
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 毎日新聞・読売新聞・朝日新聞への掲載（3/20） 

西日本工業大学による協議会での発表会は、平成 20 年 3 月 20 日の朝日新聞、読売新

聞、毎日新聞に掲載された。新聞記者によると、「自治体の企画ありきで学生が動くので

はなく、学生のアイデアにより独創的なアイデアが生まれているのが面白い」とのこと

であった。最終成果発表は新聞 3 社に掲載され、学生が参加することによるプロジェク

トの周知の効果が見られた。 

 

 

 

 図 4-12 毎日新聞の記事（平成 30 年 3 月 20 日） 
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 図 4-13 読売新聞の記事（平成 30 年 3 月 20 日） 
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 図 4-14 朝日新聞の記事（平成 30 年 3 月 20 日） 
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4.5. 国東：広域観光における公共交通の活用 

 概要とプログラム 

大分大学経済学部大井ゼミは、大分県観光・地域振興課との共同調査・研究として、開

山 1300 年を迎える六郷満山を有する国東半島の広域観光振興の検討を進め、その一部と

して広域観光における地域公共交通の活用提案を行った（中津-大分空港エアライナーと

乗合タクシーの活用）。 

コンサルタントから大井准教授には、9 月に本業務の実施フィールドとして依頼して、

10 月のゼミで学生達と初顔合わせを行った。大井研究室では、後期のゼミから本格的に

国東観光の検討を進めて、12 月には「日本観光研究学会九州・韓国南部支部学生論文」

で発表（九州運輸局長賞受賞）、1 月には「学内懸賞論文」に提出した。 

平成 30 年度は、大分県とジェットスター・ジャパンの包括連携協定（平成 29 年 7 月

締結）に基づき、大井准教授の授業かゼミ内において、国東観光の検討を続ける予定であ

る。 

 

表 4-7 年間プログラムとコンサルタントの参加・支援実施日   

日付 取り組み 実施項目 結果 
参加

支援 

7 月

上旬 

大分県観光・地

域振興課と大井

准教授の事前協

議 

 テーマの設定  「国東半島の観光振興」をテーマ

にして、大分県と多いゼミで共同

研究を進める。 
  

7/18 大分県によるガ

イダンス 

 大分県によるガイダンス  
  

9/30 大分県と大井ゼ

ミによる六郷満

山視察 

 六郷満山（小城官能展望公

園、両子寺、五辻不動など）

の現地視察 

 大分県は「六郷満山開山 1300 年」

をテーマに据えるが、大学生は「あ

まり興味を示さない」というギャ

ップが発生 

  

9 月 本事業の実施フ

ィールドとして

打診 

 本事業への参画依頼  大分県と大井ゼミの共同調査・研

究を本事業の実施フィールドにす

る。 

● 

10/3 ゼミ（キックオ

フ会議） 

 大分県との現地視察の振り

返り 

 プロジェクトの進め方につ

いて自由意見交換 

 大学生が行きたい場所を選び再度

現地調査する 

 車チームとバスチームに分かれて

現地調査する 

● 

10/10 ゼミ  現地調査の計画検討  車チームとバスチームの工程を決

定した。 
● 
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10/13 現地調査  車チーム、公共交通チーム

に別れて現地調査 

・既存の観光モデルコース

の情報収集 

 企画アイデアの検討 

 貸切バスツアーの企画アイデアが

浮上 

● 

10/17 ゼミ  調査振り返り 

 企画案の具体化 

 
  

10/24 ゼミ  空港ライナー、路線バス、JR

の接続確認 

 国東ロングトレイルにおけ

る公共交通の活用検討 

 空港ライナーは活用の可能性があ

るため検討を進める 

 ロングトレイルは検討が難しいた

め断念した 

● 

10/31 ゼミ  日本観光研究学会懸賞論文

への投稿論文の作成開始 

 論文の執筆を開始した 
  

11/7 ゼミ  論文執筆  論文の執筆を進めた   

11/14 ゼミ  論文執筆  論文の執筆を進めた   

11/21 ゼミ  論文執筆  論文を校正した ● 

11/24 日本観光研究学

会論文の提出 

 論文の提出  
  

11/28 ゼミ  論文発表資料準備  発表資料を準備した   

12/5 ゼミ  論文発表資料準備  発表資料を準備した   

12/9 日本観光研究学

会論文の発表 

 論文発表  九州運輸局賞を受賞 
  

12/12 ゼミ  学内論文の執筆開始  論文の執筆を進めた   

12/19 ゼミ  学内論文執筆  論文の執筆を進めた   

12/26 ゼミ  学内論文執筆  論文の執筆を進めた   

1/9 ゼミ  学内論文執筆・発表準備  論文執筆、発表資料準備を進めた   

1/16 ゼミ  学内論文執筆・発表準備  論文執筆、発表資料準備を進めた   

1/19 学内論文提出  論文の提出    

1/23 学内論文発表  論文発表  論文執筆、発表資料準備を進めた ● 

2 月 大分県への論文

送付 
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 国東のプロジェクトのポイント 

時期 内容 

学 生 の 最

終成果 

【課題】 

 大分空港を有する国東半島だが、別府、湯布院へ直行する観光客が多い 

 開山 1300 年の六郷満山、豊後高田昭和の町、姫島、宇佐神宮等の観光地を有す

るが、各自治体は連携不足 

 公共交通を使って国東半島を周るのは現実的ではない 

 

別府、湯布院に集中する大分県の観光実態 

 

【企画】 

 国東半島の観光地としての認知度向上を目的とした 1 泊 2 日モデルツアーの提

案「大人の修学旅行」 

 空港ライナーと JR の接続による主要観光地間の周遊性向上 

 公共交通と乗合タクシーの併用 

 

空港ライナーと JR の接続による主要観光地間の交通網確保 

 

0 10 20 30

国東市

由布市

豊後大野市

竹田市

津久見市

佐伯市

日田市

中津市

別府市

大分市

平成27年

平成28年

立ち寄った市町村

（％）平成２８年度大分県観光実態調査報告書より

●国東BT

●中津市

●宇佐神宮

●伊美港
●竹田津港

●JR中津駅

●杵築城下町

●JR杵築駅

●長崎鼻

大分空港

●富貴寺

●田染荘の棚田

●

●別府市

●JR宇佐駅

●豊後高田市

宇佐神宮

長崎鼻

真玉海岸

姫島

杵築

昭和の町

六郷満山

別府

新たな交通網

空港ライナー

鉄道
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大 分 県 観

光・地域振

興課による

ガイダンス 

(7/18) 

 国東半島の広域観光振興を目的に、大分県観光・地域振興課より大井ゼミの学

部 3 年生 6 名にガイダンスがなされた。 

 

大分県観光・地域振興課によるガイダンス資料 

六郷満山視

察（大分県

と 大 井 ゼ

ミ）(9/30) 

 大分県は「六郷満山開山 1300 年」をテーマに据えるが、大学生は「あまり興味

を示さない」というギャップが発生 

 一方学生は長崎鼻や真玉海岸などの観光スポットに興味 

  

五辻不動        長崎鼻のひまわりと真玉海岸の夕陽 

  大分県観光・地域振興課と大井ゼミでの六郷満山視察後に、 コンサルタントと

大井ゼミのキックオフ会議を実施 

 大分県のテーマ設定とのギャップを解消するために、大学生が行きたいスポッ

トを周る現地調査を計画した 

 大学生から車でも回りたいという意見があり、車チームとバスチームに分かれ

て公共交通の検討を進めることとした 

 現地調査で行きたい場所、見たい場所は大学生から提案してもらった。 

     
現地視察の振り返り    大学生の行きたい場所を再度現地調査 

 

Point 大人のテーマ設定と学生

の企画検討の自由度のバランス 
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現 地 調 査

(10/13) 

 バスチームと車チームに分かれて現地調査を実施 

 「昭和の町」「姫島」に魅力がある 

 商店街で各自治体の連携不足についてヒアリング 

 路線バス国大線の距離が長すぎて観光利用として現実的ではない事を確認 

 国東半島の観光資源を貸切バスで巡る「修学旅行」のアイデアが浮上。修学旅

行であれば「奈良の大仏」のように六郷満山などのお寺もコースに取り入れや

すい 

     
大分空港              昭和の町の観光      陶芸工房でのヒアリング 

     
国大線での観光地周遊  JR 宇佐駅(大分空港中津ライナー) 観光協会での情報収集 

ゼミ内での

検 討

(10/17- ) 

 ダイヤ接続や既存の観光資源について学生自身で検討 

 路線バスを乗継ぎ、国東半島を 1 日で回るのは現実的でないこと 

 中津ー空港のエアライナーは国東の主要観光地をまわること 

 既存の国東半島の観光パンフレットには公共交通の利用方法がほとんど記載さ

れていない 

   
 

 

 

 

 

 

Point 大人による専門的な検討

方法の提示 
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ゼミ内での

検討 

(10/17- ) 

 週 1 回のゼミを通して、1 泊 2 日モデルツアー大人の修学旅行、広域ライナー

を活用した観光スポットの周遊等の企画内容を具体化 

 
国東半島モデルツアー「大人の修学旅行」

 
既存の広域ライナーと JR を活用した周遊性の向上提案 

論文発表  日本観光研究学会九州・韓国南部支部学生論文での発表 

 九州運輸局長賞を受賞。発表の評価として、公共交通の利用と観光の連携とい

うテーマが九州内でも今やらないといけない課題でありタイムリーであるこ

と、国東半島六郷満山 1300 年というタイムリーな地の選定、など着眼点の良さ

が高く評価された 

  
日本観光研究学会九州・韓国南部支部学生論文での成果発表 

 

 

 

  

●国東BT

●中津市

●宇佐神宮

●伊美港
●竹田津港

●JR中津駅

●杵築城下町

●JR杵築駅

●長崎鼻

大分空港

●富貴寺

●田染荘の棚田

●

●別府市

●JR宇佐駅

●豊後高田市

宇佐神宮

長崎鼻

真玉海岸

姫島

杵築

昭和の町

六郷満山

別府

新たな交通網

空港ライナー

鉄道

Point 論文発表による周知 
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 大分県観光・地域振興課と大井准教授の協議（7 月） 

大分県観光・地域振興課より大井准教授に「国東半島の観光振興」をテーマにした広域

観光の共同調査・研究の依頼がなされ、大井研究室の研究テーマとして取り組むことと

なった。大井研究室は学内の「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業(COC+）」に

て活動費を確保、大分県観光・地域振興課は実施フィールドや情報提供による協力を行

う。 

 

 大分県によるガイダンス（7/18） 

国東半島の広域観光を検討するため、大分県観光・地域振興課より、大井ゼミの学部 3

年生 6 名にガイダンスがなされた。 

 

実施期日 平成 29 年 7 月 18 日（火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・大分県観光・地域振興課によるガイダンス 

【資料】 

1) 観光の現況について 

2) 国東半島宇佐地域六郷満山 1300 年について 

 

【出席者】大分県観光・地域振興課 

大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

 

 

 

 

 
 

  

※記述の仕方について※ 

プロセスや企画に関する重要な点・良い点 

プロセスや企画に関する課題・反省点 
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大分県観光・地域振興課作成資料の一部 

 

 

 大分県と大井ゼミによる六郷満山視察（9/30） 

大分県観光・地域振興課と大井ゼミで六郷満山の視察を行った。 

 

実施期日 平成 29 年 9 月 30 日（土）9:30～18:00 

実施場所 国東半島、六郷満山 

実施状況 ・下記の工程に従い、六郷満山の現地視察がなされた。 

9:30    : 大分駅 

9:30 - 10:45：小城官能展望公園 

11:50 - 12:30：両子寺 

12:40 - 13:20：両子河原座（昼食） 

14:20 - 14:50：五辻不動（お寺から見える絶景） 

15:20 - 16:30：とう音寮（アート鑑賞、カフェ） 

18:00       ：大分駅 

 

【出席者】大分県観光・地域振興課 

大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

 

 

 
五辻不動 

 

 
長崎鼻のひまわりと真玉海岸の夕陽 
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 本事業の実施フィールドとして大井准教授に打診（9 月） 

コンサルタントから大井准教授に本事業の実施フィールドとして参加の打診をして、

「国東半島の広域観光」の一部として、公共交通の検討を行うこととした。 

 

 ゼミ：コンサルタントとのキックオフ会議（10/3） 

コンサルタントが大井ゼミに初めて参加して、六郷満山の現地視察の振り返りと今後

のプロジェクトの進め方について協議した。協議の中で、大分県は「六郷満山開山 1300

年」をテーマに据えるが、大学生は「あまり興味を示さない」というギャップが発生して

いる事が判明した。 

一方、長崎鼻のひまわりや真玉海岸の夕陽等を楽しかったスポットとして挙げており、

ゼミ生が行きたいスポットを探して、もう一度現地調査を行うこととした。また車でも

回りたいという意見があり、車チームとバスチームに分かれて現地調査をすることとし

た。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 3 日（火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・9/30 の現地調査の振り返りと今後の調査の進め方について協議した。 

【議題】 

1) 9/30 の現地調査の振り返り 

2) 今後の調査の進め方について 

 

・旅行する上で大切な点、国東観光の良い点、課題の洗い出しを行った。 

・「六郷満山」は若者にとって、必ずしも魅力的な観光スポットとは限らないた

め、ゼミ生が行きたいスポットを探して、もう一度現地調査を行う。 

・現地調査は「路線バスチーム」、「車チーム」の２つに分かれる。 

・現地調査を行う際に、既存の公共交通機関の接続状況の確認、観光情報を収

集する。 

 

【出席者】大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

日本工営：白石、行徳 
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 ゼミ：現地調査内容の検討（10/10） 

ゼミ生が、現地調査で行きたい場所と行程表を「車チーム」「バスチーム」に分かれて

検討した。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 10 日（火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・次回現地調査で行きたい場所と行程表を「バスチーム」「車チーム」に分かれ

て行った。 

【議題】 

1) 次回現地調査の工程表検討 

 

・路線バスチームは、路線バス国大線の沿線の、大分空港、里の駅むさし、住吉

浜リゾートパーク、杵築城を周り、別府方面に向かうルートとした。 

・車チームは、昭和の町（豊後高田市）、長崎鼻、清音寮、陶房ふくなが（陶芸

体験）、海辺の珈琲ことりを巡る。 

 

【出席者】大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

 

 
路線バスチーム 

 
車チーム 
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 現地調査（10/13） 

平成 29 年 10 月 13 日(金)に、バスチームと車チームに分かれて、現地調査を行った。

現地調査の結果、観光資源と現状の公共交通の接続の課題を把握した。企画アイデアと

して、国東半島の観光資源を貸切バスで巡る「修学旅行」のアイデアが浮上した。 

公共交通を活用した観光ルートは、次回以降のゼミで検討することとした。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 13 日（金）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 現地調査の目的 

目的１：今回はモデル観光・コース提案のための、ロングリストづくり。 

目的２：既存の公共交通、観光、モデルコースの情報収集 

目的３：上記調査を踏まえて、モデル観光・コース原案作成 

 

【現地調査コース】 

1) 空港→別府の観光客を路線バスによる取り込み 

2) 若者を対象として、日帰りドライブコース 

 

・現地調査の振り返りでの主な意見は下記の通り。 

➢ 「昭和の町」「姫島」に魅力がある 

➢ 商店街で各自治体の連携不足についてヒアリング 

➢ 路線バス国大線の距離が長すぎて観光利用として現実的ではない事を確認 

➢ 国東半島の観光資源を貸切バスで巡る「修学旅行」のアイデアが浮上。修学

旅行であれば「奈良の大仏」のように六郷満山などのお寺もコースに取り入

れやすい。 

・公共交通を活用した観光ルートは、次回以降のゼミで検討することとした。 

 

【出席者】ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

日本工営：高峯、行徳 

 

 

 

 
空港→別府の観光客を路線バスでの取り込み  若者を対象として、日帰りドライブコース 

 

 

路線バスチーム（宮里、坂本+高峯） 車チーム （野村、椎葉、カワノ+行徳）

時間 内容 備考 時間 内容 備考

8:30集合 大分駅北口バス1番乗場集合 8:30集合 大分駅北口 観光情報収集

8:55- 10:00 空港エアライナー移動 大分→大分空港ライナー 車移動　大分駅→宇佐神宮

10:00 - 10:35 大分空港・里の駅むさし 観光情報収集 9:30- 9:45 宇佐神宮

10:43 - 11:03 国大線バス移動 大分空港→住吉浜入口 10:00 -11:00 昭和の町 給食・バスツアー

11:15 - 11:30 長崎鼻

11:45 - 12:15
涛音寮・陶房ふくなが見

学・姫島行きフェリー乗場
アクティビティ、観光情報収集

12:03 - 12:15 国大線バス移動 住吉浜入口→杵築バスT 12:30- 海辺と珈琲ことり

12:20 - 14:20 杵築城、杵築観光協会 昼食、観光情報収集 13:30- 国東食彩ゼッコ

14:30 - 15:19 国大線バス移動 杵築バスT→別府北浜 14:30- 
道の駅くにさき

くにさき観光案内所

観光情報収集

サイクリング情報

15:30 - 16:00 別府観光協会 観光情報収集 15:00- 16:00 車移動　くにさき→別府北浜

16:00 - 17:00
結果振り返り

モデル観光ルート検討
トキハもしくは周辺施設

17:00- 解散＠JR別府駅

住吉浜リゾートパーク アクティビティ、観光情報収集11:10 - 11:50

路線バスチームと合流

路線バスチーム。車チームで合流
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大分駅での観光情報収集 
 

宇佐神宮 

 

空港 
 

JR 宇佐駅(大分空港⇋中津ライナー4 本/日) 

 
里の駅むさし 

 

昭和の町（学校給食） 

 

国大線バス移動（大分空港⇋大分駅） 

 

陶房ふくなが 
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杵築城 

 

姫島フェリー乗り場（時刻表） 

 

別府市観光案内所での観光パンフレット収集 
 

調査の振り返り 
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 ゼミ：現地調査振り返り（10/17） 

現地調査の結果より、大人の修学旅行貸切バスツアーについて、具体化に向けた検討

を進めた。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 17 日（火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・現地調査の振り返りを行い、大人の修学旅行貸切バスツアーについて、

具体化に向けた検討を進めた。 

【議題】 

1) 現地調査の振り返り 

2) 大人の修学旅行貸切バスツアーの具体化 

3) 公共交通の接続検討 

 

3) 公共交通の接続検討 

・公共交通の接続状況を確認するために、資料収集を行った。 

 

【出席者】大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 
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 ゼミ：公共交通機関の接続検討（10/24） 

現地調査の結果より国大線を活用した杵築観光以外の、公共交通を活用した観光の可

能性を探るために、公共交通の接続確認、モデル観光ルートの洗い出しを行った。大人の

修学旅行バスツアーについては、具体化に向けて検討を進めていった。その結果、「路線

バスを乗継ぎ、国東半島を1日で回るのは現実的でない」「ノースライナーを活用すれば、

国東半島の主要な観光地を巡ることができるため、ノースライナーを国東観光における

公共交通として検討する」こととした。 

大井教授やコンサルタントにより専門的な検討方法をゼミ生に提示しながらこれらの

検討を進めた。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 24 日（火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・現地調査の結果より国大線を活用した杵築観光以外の、公共交通を活用し

た観光の可能性を探るために、公共交通の接続確認、モデル観光ルートの

洗い出しを行った。大人の修学旅行バスツアーについては、詳細を検討し

ていくこととなった。 

【議題】 

公共交通チーム 

1) 公共交通の接続確認 

2) モデル観光ルートの洗い出し 

貸切バスツアーチーム 

1) 大人の修学旅行の具体化に向けた検討 

 

・公共交通を確認したところ、下記の公共交通機関があることを確認した。 

➢ 路線バス 

・国大線（大分空港⇋大分駅） 

・竹田津、東国見線（大分空港⇋竹田津港） 

・伊美線（宇佐駅⇋伊美港） 

➢ 空港ライナー 

・中津方面（大分空港⇋中津） 

➢ JR 

・日豊本線（国東周辺の主要な駅：中津駅、宇佐駅、杵築駅、別

府駅、大分駅） 

➢ フェリー 

・姫島港（姫島行） 

・竹田津港（徳山行） 

・結節点は、大分空港、大分交通国東営業所、竹田津港・伊美港、杵築バス

ターミナル、JR 宇佐駅、JR 杵築駅。 

・各結節点で乗換が必要になるため、公共交通手段を利用して国東半島を 1

周する観光は困難であることが確認された。 

・空港ライナー（大分空港⇋中津：ノースライナー）のバス停を調べたとこ

ろ、六郷満山、豊後高田（昭和の町）、宇佐八幡、JR 宇佐駅にバス停があ

ることが分かった。 

・ノースライナーを活用すれば、国東半島の主要な観光地を巡ることができ

るため、ノースライナーを国東観光における公共交通として位置付けるこ

ととした。 

・ノースライナーは、杵築、JR 杵築駅等とも接続することで、空港から直接

別府に行っている観光客が国東半島の観光地に立ち寄り、その後別府に行

く流れを生み出す。 
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【出席者】大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

日本工営：高峯、行徳 

 

 
杵築駅起点バス路線図（国東観光バス）  

国東市総合時刻表（国東市） 

 

 
宇佐駅起点バス路線図（大分交通） 
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JR 九州 (中津駅、宇佐駅、杵築駅、別府駅) 

 

 

 
公共交通を活用した既存の観光ルート 

六郷満山ライトアップ周遊観光バス、ろくごうライナー、国東半島祈りのタクシー 
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空港ライナー(大分空港⇋中津)、主要なバス停のみしか確認できない 

  

 

 
JR、路線バス、空港ライナー、フェリーの接続状況整理 
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 ゼミ：論文執筆 (10/31, 11/7, 11/14) 

「貸切バスによる大人の修学旅行」と「国東観光におけるノースライナーの活用」の

検討を進めて、論文を執筆して、発表資料の準備を進めた。 

 

実施期日 平成 29 年 10 月 31 日, 11 月 7 日, 11 月 14 日（火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・貸切バスによる「大人の修学旅行案」と国東観光におけるノースライナー

の活用について、論文を執筆して、発表資料の準備を進めた。 

【検討内容】 

1) 貸切バスツアー「大人の修学旅行」 

2) 国東観光におけるノースライナーの活用 

3) 若者の観光情報取得方法と SNS による観光情報発信 

 

2) 国東観光におけるノースライナーの活用 

・既存のノースライナーだけでなく、ノースライナーの改善案についても検

討を進めた。 

3) 観光情報取得方法と SNS による観光情報発信 

・観光情報の取得は、SNS や口コミが多く、SNS による観光情報発信につ

いても検討した。 

 

【出席者】大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

 

 

 

  



    

 

4-114 

 

 ゼミ：論文執筆 (11/21) 

12/9 の日本観光研究学会九州・韓国南部支部学生論文発表に向けて、論文概要 4 ペー

ジと発表資料の準備を行った。 

 

実施期日 平成 29 年 11 月 21 日（火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・12月 9日の日本観光研究学会九州・韓国南部支部学生論発表に向けて、

発表資料の準備を行った。 

 

【検討内容】 

1) 貸切バスツアー「大人の修学旅行」 

2) 国東観光におけるノースライナーの活用 

3) 若者の観光情報取得方法と SNSによる観光情報発信 

 

2) 国東観光におけるノースライナーの活用 

・国東観光振興のステップとして、まず大人の修学旅行というツアー型

で国東の魅力を周知して、次に個人の旅行で来る方にノースライナー

を活用してもらう位置づけとした。 

・ライナー改善案も含めて、発表資料の準備が進められた。 

 

【出席者】大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

日本工営：行徳 
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 日本観光研究学会九州・韓国南部支部学生論文での発表（12/9） 

日本観光研究学会九州・韓国南部支部学生論文の発表会が行われ、国東観光チー

ムは優秀賞「九州運輸局長賞」を受賞した。公共交通の利用と観光の連携というテ

ーマが九州内でも今やらないといけない課題でありタイムリーであること、国東半

島六郷満山 1300 年というタイムリーな地の選定、など着眼点の良さが高く評価さ

れた。 

 

実施期日 平成 29 年 12 月 9 日（土） 

実施場所 九州産業大学 

実施状況 ・日本観光研究学会九州・韓国南部支部学生論文の発表会が行われ、国東観

光チームは優秀賞「九州運輸局長賞」を受賞した。 

・発表の評価として、公共交通の利用と観光の連携というテーマが九州内で

も今やらないといけない課題でありタイムリーであること、国東半島六郷

満山 1300 年というタイムリーな地の選定、など着眼点の良さが高く評価

された。 

・エアライナーの改善に対する評価：現状のエアライナーはビジネス利用者

を主なターゲットとして充分利益を得ている。観光活用として売り出す場

合、早く目的地につく特徴・印象を損なう（色々止まるイメージがつく）

可能性があるため、今獲得できている客を失うリスクがある。よって、変

更は現実的には難しい。 

・エアライナー以外の公共交通についても今後検討を進めることとした。 

 

【出席者】大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 
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貸切バスツアー「大人の修学旅行」 
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現状のエアライナー 

 
改良版エアライナー（1-1） 

 
改良版エアライナー（1-2） 
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改良版エアライナー（2） 

  

  

 

論文発表の様子 
 

「優秀賞：九州運輸局長賞」を受賞 
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 ゼミ：学内懸賞論文執筆（12/12, 12/19, 12/26, 1/9, 1/16） 

12 月 12 日から 1 月 19 日までのゼミでは、大分大学経済学部の学生懸賞論文(20 ペー

ジ)へ提出するために、論文執筆を進めた。日本観光研究学会でのコメントを受けて、エ

アライナーから乗合タクシーへの乗り換え、乗合タクシーの料金試算まで行った（大人

による専門的な検討方法の提示）。 

その後、1 月 19 日に学内懸賞論文に論文 20 ページを提出した。 

 

実施期日 平成 29 年 12 月 12 日、12 月 19 日、 

平成 30 年 1 月 9 日、1 月 16 日、1 月 19 日 （火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・12 月 12 日から 1 月 16 日までのゼミでは、大分大学経済学部の学生懸賞

論文(20 ページ)へ提出するために、論文執筆を進めた。 

・日本観光研究学会でのコメントを受けて、エアライナーから乗合タクシー

に乗り換える案の検討を進めた。 

・また乗合タクシーの料金試算まで行った（経済学部としての検討）。 

 

【出席者】大井准教授 

ゼミ生：宮里、弥永、野村、坂本、椎葉、河野 
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 ゼミ：ゼミ内論文発表（1/23） 

投稿した論文の発表会をゼミ内で行った。また発表会後には、本業務に対する満足度、

良かった点、悪かった点についてアンケートを実施した。また完成した論文は、大井准教

授より大分県観光・地域振興課に送付する。 

 

実施期日 平成 30 年 1 月 23 日 （火）16:30～18:00 

実施場所 大分大学 ゼミ室 

実施状況 ・投稿した論文の発表会をゼミ内で行った。 

・12 月に指摘された「ライナーの路線変更が現実的ではない」という指摘に

対する改善策として、空港からライナー利用後は、乗合タクシー（4 人乗

りを想定）で国東を観光する提案とした。 

・発表会後には、本業務に対する満足度、良かった点、悪かった点について

アンケートを実施した。 

・執筆した論文は、大井准教授より大分県観光・地域振興課に送付する。 

 

【出席者】大井准教授 

ゼミ生：弥永、野村、坂本、椎葉、河野 

日本工営：行徳 

 
ゼミ内での最終成果発表 
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 大分県と大井ゼミとの連携 

当初大分県と大井ゼミの共同研究としてプロジェクトが始まったが、序盤は大分県が

考えている六郷満山開山 1,300 年とゼミ生の興味が必ずしも一致しておらず、中盤以降

は大分県が大井ゼミを訪問していなかった。大井ゼミの提案内容は最終的には六郷満山

を盛り込んだ「大人の修学旅行」になったものの、大分県と大井ゼミの連携には課題が残

った。 

自治体と高等教育機関が連携するプロジェクトを進める場合には、「大人のテーマ設定

と学生の興味」「自治体と先生・学生との連絡体制の確立」「自治体による大学の定期的な

訪問（重要な場面での訪問）」が重要であると考えられる。 
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5. 効果の検証、結果の整理 

取り組みの効果及び課題を検証し、高等教育機関と自治体が協働した公共交通推進

のあり方について整理した。取り組みをケーススタディとして検証すると同時に他の

地域においても高等教育機関と自治体の連携を推進する上で参考となるマニュアルを

提案する。 

下図の通り右の検討材料から左の分析結果を導き出しながらマニュアルを作成した。 

 

 

 

 

 図 5-1 マニュアル作成に向けた検討材料(右)と分析結果(左) 

 

 

 

 

•水俣、行橋、国東での実施スケジュール5.1 実施フローの設定

•水俣のプログラム、プロジェクトのポイント

•行橋のプログラム、プロジェクトのポイント

•国東のプログラム、プロジェクトのポイント

•5.1 実施フローの設定

5.2 水俣、行橋、国東で
の実施フロー別 実施事項、
課題、結果・効果

•5. 2 水俣、行橋、国東での実施フロー別 実施事項、
課題、結果・効果

6.2 学生プロジェクトの効
果

6.4 学生プロジェクトのフ
ロー

6.5 学生による企画検討の
ポイント

6.7 フロー毎のチェックリ
スト

分析結果 検討材料 
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5.1. 水俣、行橋、国東での実施スケジュール 

水俣、行橋、国東でのプロジェクトの実施スケジュールを並べて、「テーマ設定・連携依頼・学生募集」「STEP1 ガイダンス」「STEP2 現地調査」「STEP3 企画検討」「STEP4 企画具体化」「STEP5 提案

発表」「実施・実現化」と 7 段階の実施フローに整理した。 

  

1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週

高等教育機関予定

自治体提案

自治体ヒアリング

高等教育機関（連携

先）ヒアリング

学生の募集

キックオフ会議

現地調査

企画検討

提案・発表

効果検証

結果の整理

12月 1月 2月 3月
実施フロー

前期・1学期 冬休み 後期・3学期夏休み 後期・2学期

7月 8月 9月 10月 11月

7/31

8/10

9/11

9/29

10/19

10/3

9/30 10/13

11/24
懸賞論文締切

12/9
発表水俣市＆熊本高専：結節点改善＆市内観光

行橋市＆西日本工業大学：バスデザイン

大分県庁＆大分大：国東観光広域連携

凡例

7/21

8/4 9/14

大井先生ゼミ生

トラフィックデザイン部

10/4

10/19

10/28

有志の募集

【不定期、寮生同士で進行】
案内板検討、試作、モデル観光検討

【毎週木曜】バス停、
ラッピングデザイン検討

【毎週火曜】公共交通を
活用したモデル観光検討

10/2410/1710/10

1/20
案内試験貼り

SNS用撮影

11/711/14 11/21

1/23
学内論文発表

3/19
協議会で発表

11/2112/5 12/12 12/19 1/9

12/14

10/2811/2 11/9 11/1611/30 12/14
中間プレゼン

12/7 1/11 1/18 1/25

2/25
モニターツアー

2月

3/29
交通関係者の会議

・自治体の取り組みたいテーマ

を具体化し、連携先を見つけ、

学生の募集や進め方を決める。 

・ガイダンスや現地調査等を通し

て、学生自身で課題を把握すると

ともに、プロジェクトへの積極的

な参画を促す。 

・学生が検討した企画案をベースに、大人のアド

バイスや企画のテストにより、企画内容をブラッ

シュアップしながら具体化していく。 

 

・首長や交通関係者に提案発表をす

ることで。今後の実施、実現化へと

つなげる。 

 

・企画推進とともに予算の確保を

平行して行い、次年度の実施・実

現化につなげる。 

テーマ設定
連携依頼

学生募集

STEP１

ガイダンス

STEP２

現地調査

STEP３

企画検討

STEP４

企画具体化

STEP５

提案発表

実施・

実現化
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5.2. 水俣、行橋、国東での実施フロー別 実施事項、対応、結果・効果 

実施フロー別に、水俣・行橋・国東のプロジェクトの実施事項、課題、結果・Point・学

生プロジェクトの効果を整理した。「課題」は各地域で共通して見られた実施事項を整理

する中で抽出、「学生プロジェクトの効果」は学生がプロジェクトに参加・推進することに

よる効果を抽出した。 
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実施フロー 実施事項 課題 ・結果　Point  ・効果

全体

テーマ設定

連携依頼

学生募集

STEP１

ガイダンス

STEP３

企画検討

STEP５

提案発表

実施・

実現化

STEP２

現地調査

STEP ４

企画具体化
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5.3. 水俣、行橋、国東でのプロジェクトの効果 

学生が利用促進のプロジェクトに参加することで得られる効果を整理した。 

学生プロジェクトの効果は、「楽しい協働体制の確立・大人の積極的な支援」「湧き上が

る新たなアイデア」「プロジェクトの話題性向上」「予算取りのしやすさ・プロジェクトの

実現性向上」「若い世代の利用促進・地域住民の巻込み」「実践プロジェクトによる企画検

討力・専門性の向上」の大きく６つある。 

 

表 5-1 高等教育機関と連携した利用促進の効果  

 

分類 

 

●学生プロジェクトの効果 

自 

治 

体 

高等

教育

機関 

交通

事業

者 

 

実施フィールド 

楽しい協働体

制の確立・大人

の積極的な支

援 

・企画を楽しく進められる ● ● ● 水俣、行橋、

国東 

・大人の積極的な支援 ● 

 

● 水俣、行橋 

湧き上がる新た

なアイデア 

・世の中にない新たなアイデア ● ● ● 水俣、行橋、

国東 

プロジェクトの

話題性向上 

・学生プロジェクトはマスコミ取材を受けやすい ● ● ● 水俣、行橋 

・高等教育機関の地域貢献 

・就職活動への PR 

 

● 

 

水俣、行橋、

国東 

・論文発表によるプロジェクトの周知 ● ● ● 国東 

・学生が交通事業者の業態を知る   ● 行橋 

予算取りのしや

すさ・プロジェク

トの実現性向

上 

・予算取りがしやすい ●   水俣、行橋 

・学生からの提案であれば庁内で意見が通りやすい ●   水俣、行橋 

若い世代の利

用促進・地域

住民の巻込み 

・インスタグラムによる学生自身の情報発信 

・友達を誘うことによる利用促進 

● 

 

● 水俣 

・参加学生は公共交通機関の利用可能性者 

  

● 水俣、国東 

実践プロジェク

トによる企画検

討力・専門性の

向上 

・公共交通の問題把握や自治体への理解 ● ● ● 水俣、行橋、

国東 

・普段受け身である授業に対して実践プロジェクトによる企

画検討力の向上 

 ●  水俣、行橋、

国東 

・先生の指導を受けながら、専門性を活かした課題解決方

法の検討 

 ●  水俣、行橋、

国東 
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5.4. 3 地域合同意見交換会の実施 

水俣、行橋、国東の 3 地域でのプロジェクトの振り返りと情報共有、また今後他地域に

横展開するための方策について意見交換するために、3 地域合同意見交換会を実施した。 

 

（1） 意見交換会実施日時 

平成 30 年 3 月 16 日 15：00～17：00 

 

（2） 意見交換会実施場所 

九州運輸局 7階 内閣府地方連絡室 

 

（3） 意見交換会出席者 

氏名 所属 役職等 備考 

中島 浩二 西日本工業大学  

デザイン学部 情報デザイン学科 

教授 行橋 

永見 祐一 行橋市 都市政策課 主任 行橋 

橋本 淳也 熊本高等専門学校 

建築社会デザイン工学科 

准教授 水俣 

川口 彩希 熊本高等専門学校 

建築社会デザイン工学科 

助教 水俣 

山田 大悟 水俣市 総務課 参事 水俣 

大井 尚司 大分大学 

経営システム学科  

准教授 国東 

鈴木 圭祐 九州運輸局 交通企画課 課長 事務局 

川野 一代 九州運輸局 交通企画課 企画第一係長 事務局 

内田 圭亮 九州運輸局 交通企画課 企画第二係 事務局 

白石 悦二 日本工営株式会社 課長 コンサルタント 

高峯 高 日本工営株式会社  コンサルタント 

許斐 信亮 日本工営株式会社  コンサルタント 

行徳 拓宏 日本工営株式会社  コンサルタント 
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（4） 意見交換会での主な意見 

テーマ 内容 

予算の確保しやす

さ・プロジェクト

の実現性の向上 

➢ 学生からの提案は自治体内で意見が通りやすい 

➢ 予算取りがしやすい 

→予算の確保しやすさ・プロジェクトの実現性向上 

学生の主体性と大

人のテーマ設定 

➢ 学生の意欲ありきのプロジェクト 

➢ 大人の事情により学生のモチベーションが上がらない場合がある 

実施フィールド ➢ 近い方がやりやすいが、遠くても学生にとって旅行気分で参加でき

る。 

学校側のプロジェ

クトの位置づけ 

➢ COC(地(知)の拠点化事業) 

➢ 部活動・課外活動 

学生にとっての授

業の位置づけ 

➢ 公募は意欲的な学生が集まりやすい 

➢ 必修科目の場合モチベーションが低い場合もある 

➢ 単位認定の必要性 

プロジェクトの開

始時期 

➢ 学校側は前年度から依頼が来ているのがありがたい 

➢ 自治体の予算執行時期も踏まえると、5～6 月頃、遅くとも夏休み前

までには相談してもらいたい 

→高等教育機関と自治体の連携初年度は 5-6 月頃に相談、夏休みまで

に学生募集、夏休みに現地調査、後期に事業実施が現実的 

プロジェクトの継

続性 

➢ 継続して取り組む事で先輩が後輩を教える関係が構築され、組織とし

て能力が向上する 

➢ 本事業を通して 3 地域で新しい動きを生み出すことはできた。他地域

への横展開に向けて先行する 3 地域での継続定な実施が重要 

→継続的に取り組む中で前年度からスケジュールの調整が可能とな

る。 

高等教育機関の諸

経費 

➢ 学生、先生の実費程度の諸経費を負担してもらえれば良い 

➢ 大学から学生に直接交通費等を出すのは事務処理上難しい 

➢ コンサル等の第 3 者が仲介することで高等教育機関の事務処理上の

負担は減る 

学生チーム・学年 ➢ 多様性があるチームの方が活性化しやすく、同じ学年だと活性化しに

くい場合がある 

➢ 大学 4 年生など、研究室や就職活動が始める学年は難しい 

➢ 低学年はスキルがまだ高くないため、手助けの必要あり 

→２、3 年生が適切なタイミング 

成果品のクオリテ

ィと学生プロジェ

クトによる効果 

➢ 成果品に求められる質と学生プロジェクトの効果のバランスをとる

ようにテーマ設定の工夫や学生に求める成果物の想定が重要 
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6. 学生プロジェクトのマニュアル 

6.1. 学生プロジェクトとマニュアルについて 

地域の公共交通を取り巻く環境は、利用者が減ることによる公共交通のサービス低下、

サービス低下による利用者減という負のスパイラルに陥り、交通事業者だけでは改善でき

ない状況に陥っている。そのため、自治体は補助金による事業者支援やコミュニティバス

の運行に取り組んでおり、公共交通に対する自治体の役割が増大している。 

しかし、平成 28 年度九州管内における公共交通基礎調査によると「公共交通の専任担

当者がいない」とする市町村は 83.2%に上る。これらの専任担当者は減少傾向にあり、自

治体におけるマンパワーの不足が問題となっている。このような状況下においては、公共

交通施策の現状分析や評価、利用促進、企画立案等に専門的な知識を持った職員が注力し

ていくことは困難であると考えられる。  

一方、大学においては平成 19 年 6 月の学校教育基本法改正の中で大学が果たすべき役

割として教育研究の成果を広く社会に提供することが新たに位置づけられており、各大学

による地域貢献活動や地域に入り込んでの研究活動が活発に実施されている。また、平成

25 年度からは文部科学省が「地（知）の拠点整備事業」を立ち上げ、大学、短期大学及び

高等専門学校（以下、高等教育機関という）を地域の課題解決に資する情報・技術拠点と

して機能強化していくことを求められている。 

本マニュアルは、高等教育機関と連携することで自治体と交通事業者が抱える地域公共

交通の課題を解決する、学生を主体とした地域公共交通の利用促進（学生プロジェクト）

に関する参考資料である。学生プロジェクトは、高等教育機関が参加することで一般プロ

ジェクト型よりも大きな効果があるが、課題も多い。本マニュアルを活用することで、学

生プロジェクトの効果をより大きく、課題を少なくすることを目的とする。 
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図 6-1 3 者の課題と高等教育機関と連携したプロジェクトの効果 

 

 

 

 

 

図 6-2 利用促進の４つのタイプ 

 

  

高
等
教
育
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
め
ば

利用者企画運営

自治体 先生 学生

学生プロジェクト型

研究アプローチ型

自治体
実
施
段
階

企
画
検
討
・
提
案
段
階

学生参加学生不参加

先生

自治体 先生 学生

一般プロジェクト型

先生による助言型

交通事業者

交通事業者 交通事業者地域住民

利用者 企画運営

学生 地域住民

授業の教材、ゼミのテーマ等で主に
学内での企画検討・提案にとどまる
もの。提案がプロジェクト実施につ
ながる場合もある

高等教育機関と連携したプロジェク
ト実施。学生が主体性を発揮するこ
とで、様々な効果が期待され、プロ
ジェクトの推進力を高める

自治体と交通事業者による一般的な
プロジェクト実施。一定の効果はあ
るものの、高等教育機関が関与する
ことによる効果は期待できない

協議会等での先生の助言等一般的な
高等教育機関の関与
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6.2. 学生プロジェクトの効果 

学生が利用促進に主体的に関わることによる６つの主要な効果を示す。 

 

（1） 楽しい協働体制の確立・大人の積極的な支援 

学生が参加することで、関係する大人達が楽しくプロジェクトを進められるとともに、

現地調査の段階から交通事業者等の積極的な支援を受けやすくなる。学生を媒介としなが

ら交通事業者と良好な関係を構築しておくことで実施・実現化の際に事業を円滑に進める

ことができる。 

 

 

図 6-3 楽しい協働体制のイメージ 

 

（2） 湧き上がる新たなアイデア 

学生が企画案を自由に検討していく中で、自治体が当初想定していなかった新しいアイ

デアが生まれる事が多くある。これらの企画アイデアを元に、大人達がアドバイスを加え

ブラッシュアップしていくことで、世の中になかった新たなアイデアが実現化に向けて動

き出す。 

  

図 6-4 自治体の当初企画に無かった新たなアイデア（バス内装のデザイン） 
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（3） プロジェクトの話題性向上 

学生プロジェクトは大人達による一般プロジェクトと比較して、マスコミの取材対象に

なりやすく、プロジェクトの話題性向上につながる。その結果、交通事業者・自治体には

公共交通の認知度向上、高等教育機関には地域貢献の宣伝、学生には就職活動等での自己

PR として、様々な効果が期待できる。 

また近年は SNS の普及により学生自身が情報を発信する側となったため、マスメディ

アに頼らない話題性向上の方法もある。 

 

  

図 6-5 マスコミによる取材  

 

 

図 6-6 インスタグラムによる情報発信  
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（4） 予算取りのしやすさ・プロジェクトの実現性向上 

プロジェクトの実施・実現化に向けて、自治体の担当者は予算取りをする必要があり、

学生から提案された企画であれば予算取りや庁内調整等を推進しやすくなる。また自治体

の首長や交通事業者の上級役職の方へ提案を発表する事で、プロジェクトの実現可能性も

高くなる。 

 

 

図 6-7 高専生による市長への提言 

 

（5） 若い世代の利用促進・地域住民の巻込み 

プロジェクトメンバーの学生は公共交通を普段使っていない事が多いが、プロジェクト

を通して公共交通に興味関心を抱き、今後利用者に転換する可能性がある。また学生が自

分たちと同じ若い世代を対象とした利用推進策を企画・実施することで他の若い世代に効

果のある企画内容になりやすい。 

 

 

図 6-8 若い世代をターゲットにしたモデル観光ツアーと公共交通の活用  

 

 

 

 

●国東BT

●中津市

●宇佐神宮

●伊美港
●竹田津港

●JR中津駅

●杵築城下町

●JR杵築駅

●長崎鼻

大分空港

●富貴寺

●田染荘の棚田

●

●別府市

●JR宇佐駅

●豊後高田市

宇佐神宮

長崎鼻

真玉海岸

姫島

杵築

昭和の町

六郷満山

別府

新たな交通網

空港ライナー

鉄道
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（6） 実践プロジェクトによる企画検討力・専門性の向上 

普段受ける授業は「受け身」で学習するのに対して、実践プロジェクトは自分たちで課

題を設定して、解決するための企画案を考え、具体化していく、能動的な学習プロセスで

ある。先生から専門的な検討方法も教えてもらいながら、自ら実践していくことで企画検

討力や専門性が向上する教育効果がある。 

 

   

 

  
図 6-9 企画書作成・専門的な検討・PC によるデザイン作業  
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6.3. 実施体制 

学生プロジェクトの実施体制を以下に示す。各実施フローにおいて基本的に自治体、高

等教育機関、コンサルタントで進めつつ、企画案の協議、現地調査での訪問、中間プレゼ

ン、交通会議等での発表等の大事な場面で交通事業者も巻き込みながら事業実施に向けた

取り組みを進めていく。 

また学生との連絡窓口について、自治体やコンサルタントは、若手担当者を実施体制に

組み込むことで各関係機関の連絡調整が円滑に進む。 

 

 

 図 6-10 実施体制 

 

 

  

自治体 

・中堅担当者 

・若手担当者 

 

交通事業者 

コンサルタント等 

・中堅技術者 

・若手技術者 

高等教育機関  

・先生 

・学生 
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6.4. 学生プロジェクトのフロー 

プロジェクトのフローとそれぞれの時期における狙いを示す。 

 

（1） テーマ設定・連携依頼・学生募集 

自治体の取り組みたいテーマを具体化し、連携先を見つけ、学生の募集や進め方を協

議する。 

 

        
図 6-11 企画書案          図 6-12 連携依頼・学生募集 

 

（2） STEP1 ガイダンス STEP2 現地調査 

ガイダンスや現地調査等を通して、学生自身で課題を把握するとともに、プロジェク

トへの積極的な参画を促す。 

 

  

図 6-13 STEP1 ガイダンス      図 6-14 STEP２ 現地調査 

 

 

 

公共交通の現状と課題 

 

取り組みたいテーマ 

 

連携先の候補 
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（3） STEP3 企画検討・STEP4 企画具体化 

学生自身で企画案を検討することで、大人達では思いつかなかった新たな企画アイデ

アが生まれる。その企画アイデアを大人のアドバイスや企画のテストによりブラッシュ

アップしながら、企画を具体化する。 

 

  
 

図 6-15 STEP3 企画検討      図 6-16 STEP4 企画具体化 

 

（4） STEP5 提案発表 

自治体の首長や交通事業者等に提案を発表することで、今後の実施・実現化へつなげ

る。 

 

 
図 6-17 STEP5 提案発表 

 

 

（5） 実施・実現化 

プロジェクト推進に平行して自治体は予算取りを進めて、次年度の実施・実現化につ

なげる。 
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6.5. 学生による企画検討のポイント 

（1） 大人によるテーマ設定と学生による企画検討の自由度のバランスが重要 

大人が企画検討の幅を持たせた広いテーマ設定にすることで、学生が自由に企画ア

イデアや企画案を検討することができる。その結果、学生の主体性が喚起され、自分た

ちのプロジェクトとして進めるようになり、学生プロジェクトの効果や自身の企画検

討力・専門性の向上につながる。 

テーマ設定が狭すぎて企画検討の自由度が無い場合（大人が決めた企画）や、そもそ

も学生が興味の無いテーマの場合、学生の主体性は喚起されにくい。 

 

図 6-18 大人によるテーマ設定と学生による企画検討の自由度  
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（2） 学生にとって現地調査は重要（可能なら企画具体化段階でもう一度） 

自治体によるガイダンス後は現地調査に行き、学生自身で公共交通の課題認識を深

めることが重要。現地調査中には、当初自治体が想定していなかった新たなアイデア

の種が見つかる事もある。 

また企画がある程度が固まった段階で、再度現地に行き、企画のテストをすることで

提案内容のブラッシュアップを図ることが可能である。 

 

 

図 6-19 現地調査の効果 

 

 

  

課題の理解 新たなアイデアの種公共交通の利用

企画の具体化・提案内容ブラッシュアップ
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（3） 大人達の温かい見守り・アドバイスのバランス（成果品の質と学生参加のバラン

ス） 

学生達が自身で主体的にプロジェクトを進めるには、大人の温かい見守りが必要だ

が、一方で専門的な検討方法の提示や必要に応じたアドバイスも必要である。そのバ

ランスが良ければ、成果品の質と学生プロジェクトの効果の両立も可能になる。 

 

 

図 6-20 大人達の温かい見守り・アドバイスのバランス  
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6.6. 学生プロジェクトの年間フローと役割分担 

高等教育機関と自治体が連携する初年度における想定時期とフロー毎の自治体、高等教育機関、交通事業者、コンサルタント等の役割を

示す。 

 

 

交通事業者 自治体 高等教育機関 コンサルタント等

・学生プロジェクトの実現後押

し

・自治体から交通事業者にSTEP

毎の参画呼びかけ

・プロジェクト推進と調整

・関係各者のプロジェクトへの

参画推進

・学生による積極的なプロジェ

クト推進

・企画検討・企画具体化の作業

・先生による学生の支援・アド

バイス

・プロジェクト推進の支援

・専門的な支援

・報告書の取りまとめ

4-7月 　　　交通事業者への相談

・取り組むテーマ案について自

治体より相談

　　　　テーマの設定

・連携して取組むテーマの設定

・連携する高等教育機関の検討

　連携候補先の先生との協議

・プロジェクトへの協力依頼

・進め方を協議

（学生募集 期間 予算 作業時間

の確保等）

　テーマ・連携先の具体化支援

・企画フライヤーの作成

・連携先とのマッチング支援

学生の募集・参画

夏休み(8月)

・自治体の概要、公共交通の現

状、テーマの説明

・自己紹介

・課題把握

・自由意見交換

・テーマや企画検討のための事

例紹介

・意見交換のコーディネーター

　　　学生の事業者訪問 ・現地調査の計画

・現地での交通手配

・現地での企画会議会場手配

・現地調査で行きたい場所・調

査したい項目を提案

・現地調査実施

・新たな企画アイデア提案

・現地調査の計画検討支援

・現地調査の諸経費

・現地調査の結果とりまとめ

9-12月

・定期的な学校の訪問 ・学生自身の企画検討

・企画毎にチーム分け

・先生による専門的な検討方法

の提示

・定期的な学校の訪問

・企画検討の支援

・専門的な検討方法の提示

・中間プレゼンへの参画

・現地での企画テストへの同行

・交通事業者からの実現化に向

けた講評

・中間プレゼンの準備

・現地での企画テストの準備

・現地での交通手配

・中間プレゼンでの発表

・中間プレゼン資料作成

・中間プレゼン資料作成支援

・次年度予算の確保

・定期的な学校の訪問

・チーム別の作業

・提案内容のブラッシュアップ

・模型作成・PC作業

・提案内容最終化

・定期的な学校の訪問

・企画検討の支援

・提案内容ブラッシュアップの

支援

1 - 3 月

・最終発表への参加 ・市長への発表の場を調整

・交通協議会、交通関係者の会

議開催

・マスコミ各社、市報への取材

手配

・現地での交通手配

・最終プレゼンでの発表

・発表資料の準備

・発表資料作成支援

・効果の検証

次年度

・事業実施に向けた協働 ・確保した予算の執行 ・次年度の体制検討

・授業等への導入等

・報告書作成

・必要に応じて継続的な支援

チーム結成・プロジェクト開始（連絡体制の確立）

現地調査

交通事業者への中間プレゼン・現地での企画テスト等

市長への提言・交通協議会・交通会議での提案発表

次年度の計画・体制の検討

企画検討

企画具体化

テーマ設定

連携依頼

学生募集

STEP１

ガイダンス

STEP２

現地調査

STEP３

企画検討

STEP４

企画具体化

STEP５

提案発表

実施・

実現化

初年度の

実施フロー
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6.7. フロー毎のチェックリスト 

プロジェクトを推進するにあたり、フロー毎に確認すべき項目をチェックリストとし

て整理した。 

表 6-1 チェックリスト 

実施フロー No. 課題 利用者記入・選択欄 

連携先への
相談時期と
予算 

1 連携先への相談時期 □前年度（1-3 月頃） 
□夏休み前（5 - 6 月頃） 

2 予算の確保 【予算を確保済み】 
□自治体の単独財源 
□地域公共交通調査等事業の活用 
□県の補助金等 
【予算を確保していない】 
□自治体の単独財源での高等教育機関の実
費負担 
□高等教育機関の研究費 
 ・「地（知）の拠点整備事業」 
 ・科学研究費助成事業等 

テーマ設定 
連携依頼 
学生募集 

1 ○テーマの具体化 

 ・何が課題か （自由記述） 

 ・取り組みたいテーマは？ （自由記述） 

2 ○連携先は？ 【身近な高等教育機関】 
□公共交通会議の学識者 
    （教育機関名）（教員名） 
□地元の高等教育機関 
    （教育機関名） 
【心当たりがない】 
□運輸支局に相談 
□コンサルタント等に相談 

3 〇学生募集の方法は？  

 ・学生の募集方法 【学生募集】 
□ゼミ 
【意欲の高い学生募集】 
□自由公募・課外活動 
□部活動 

 ・想定する学生の人数 （自由記述） 

4 〇単位認定は？ □単位認定 

5 〇プロジェクトの開始時期は □夏休みから 
□後期の授業から 

6 〇学生の作業時間の確保は？ □前期 
□後期 
□ゼミによる定期的な時間の確保 
□授業による定期的な時間の確保 
□放課後等の不定期な時間 
□夏休み等に集中的に実施 

7 〇高等教育機関の必要諸経費
は？ 

【通常】 
□自治体が実費負担 
□コンサルタント等が負担 
【上記が難しい場合】 
□高等教育機関が負担 
□高等教育機関の地域貢献に関わる予算の
活用（知の拠点化事業費等） 

8 〇交通事業者への相談は？ □高等教育機関とのプロジェクトや取り組
むテーマについて相談 
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STEP 1  
ガイダンス 

1 〇学生へのガイダンス資料 

 ・自治体の概要 （自由記述） 

 ・公共交通の現状と課題 （自由記述） 

 ・取り組むテーマや企画案 （自由記述） 

2 〇学生の積極的な参加を促す
ためには？ 

【意欲的な学生達の場合】 
□自由意見交換（公共交通や企画アイデア） 
【意見があまり出てこない場合】 
□指名制で全員から意見を聞く 

3 〇学生との連絡手段は？ □メールアドレス 
□LINE 等の SNS 

STEP 2 
現地調査 

1 〇現地調査の日程調整は？ □夏休み 
□休日 

2 〇現地調査の目的や調査項目
は？ 

（自由記述） 

3 〇現地調査時の各種調整は？ □交通手段 
□食事・懇親会 
□会議室 

4 〇現地調査の諸経費は？  

5 〇交通事業者への呼びかけ
は？ 

□交通事業者への呼びかけ 
□現地調査への協力依頼・事業所訪問 

6 〇プロジェクト開始の周知
は？ 

□マスコミへのプレスリリース 
□市報への掲載 
 

STEP3  
企画検討 

1 〇学生自身で企画を検討する
ためには？ 

□現地調査の振り返り 
□企画アイデアについて自由意見交換 
□企画書の作成 
□企画毎にチーム分け 

2 〇学生で企画を検討するため
に提示する情報は？ 

□網形成計画の関連事項 
□先進事例の紹介 
□専門的な検討方法の提示 

3 〇高等教育機関の進捗状況の
確認方法は？ 

□定期的な訪問 
（2 回に 1 回は授業に参加する等） 

□定期的な企画会議 
（1 か月に 1 回程度の会議開催） 

STEP4 
企画具体化 

1 〇企画内容がある程度固まっ
た段階で 

□交通事業者への中間プレゼンの実施 
□現地での企画テスト 

2 〇企画具体化の方法は？ 
 

□チーム毎の作業 
□模型作成 
□スケッチ 
□PC の使用 

3 〇次年度の実施・実現化に向け
た予算の確保は？ 

□自治体の自主財源 
□県の補助金の活用 
□国の地域公共交通調査等事業の活用 

STEP5 
提案発表 

1 〇提案発表は？ 

 ・誰に、どこで？ 
 
 
 

□首長（市長等） 
□交通関係事業者 
□地域公共交通会議 
□地域公共交通協議会 

 ・発表資料の準備は？ （自由記述） 

 ・プロジェクトの周知 □新聞 
□広報誌 
□SNS の活用 

実施・実現化 1 〇次年度の取り組みは？ 

  ・実施項目 （自由記述） 

  ・実施体制 （自由記述） 

  ・次年度の予算 （自由記述） 
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6.8. 学生プロジェクトの開始前における留意点 

学生プロジェクトを始めるにあたって最初の課題となる、予算確保と開始時期、高等

教育機関の選定、連携先との協議、高等教育機関への依頼・学生募集、コンサルタント等

への委託について整理した。 

 

（1） 予算確保と開始時期 

プロジェクトを始めるにあたり、年度当初に①既に学生プロジェクトの予算を確保し

ている場合、②利用促進の予算を確保しているが内容が決まっていない場合、③予算を

確保していない場合が想定され、各パターンにおける財源と連携先への相談時期を示す。 

 

予算の確保 財源 プロジェクトの開始時期 

①既に学生プロジ

ェクトの予算を確

保 

 

➢ 自治体の単独財源 

➢ 地域公共交通調査等

事業の活用 

➢ 県の補助金 

 前年度の予算確保と並行して前年度中に高

等教育機関に相談しておくことで、次年度

の前期から授業・ゼミ・課題活動としてス

ムーズに事業を開始することが可能。 

 コンサルタント等へ他の利用促進事業と合

わせて委託可能 

②利用促進の予算

を確保しているが

内容が決まってい

ない 

 

➢ 自治体の単独財源 

➢ 地域公共交通調査等

事業の活用 

➢ 県の補助金 

 前年度に高等教育機関に相談していない場

合、5～６月等の夏休みまでに高等教育機関

に相談しておくことで、後期から授業・ゼ

ミ・課題活動として事業を開始することが

可能。 

 既に委託しているコンサルタント等への契

約変更による委託も可能 

③予算を確保して

いない 

➢ 自治体の単独財源に

よる高等教育機関の

実費を負担 

➢ 高等教育機関の研究

費（地（知）の拠点整

備事業・科学研究費

助成事業等） 

 プロジェクトの提案・企画段階までであれ

ば、高等教育機関の実費（交通費・諸経費

等の 30～50 万程度）を負担すれば実施可

能。 

 5～6 月の夏休みまでに高等教育機関に相

談しておくことで、後期から授業・ゼミ・

課題活動として企画・提案発表まで進めて、

11 月頃に次年度予算を確保して、次年度の

前期から事業を実施可能。 

 水俣、行橋、国東のプロジェクトに近い形

（注：本事業では九州運輸局が予算を支援

している） 
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図 6-21 スケジュールの一例（③予算を確保していない場合） 

 

 

（2） 連携先の高等教育機関の選定 

項目 内容 

公共交通会議の学識者 交通関係の会議に学識者として参加している先生に依頼する。

その先生に他の先生を紹介してもらう。 

地元の高等教育機関 地元の高校、高専、大学等に交通やデザイン等を専門に扱って

いる先生に依頼する。 

運輸支局に相談 運輸支局から先生を紹介してもらう。 

コンサルタント等に相談 公共交通や都市計画等の業務に従事しているコンサルタント

は学識者との繋がりがあるため、コンサルタント等に相談して

先生を紹介してもらう。 

 

 

 

 

  

テーマ

設定

連携依頼

学生募集

STEP１ガイダンス

STEP２現地調査

STEP３

企画検討

STEP４

企画具体化

STEP５

提案発表

初年度

次年度

(月) ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

企画の実施・実現化

実費程度の負担

企画の実施・実現化に必要な予算

次年度予算の確保

(月) ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
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（3） 自治体から高等教育機関へ依頼する際の企画書のたたき台 

自治体が高等教育機関へ連携の依頼協議する際、「目的」「取り組むテーマ」「体制」

「スケジュール」等を記載した企画案を作成しておき、それを元に高等教育機関と協

議する。 

 

 

図 6-22 高等教育機関への連携依頼書 
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（4） 連携先の高等教育機関との協議 

企画案をもとに、連携依頼をして、高等教育機関から承諾してもらった後は、プロジ

ェクトの進め方について協議する。 

 

項目 内容 

テーマ設定と高等教育機関

に依頼したい内容 

✓ 自治体が高等教育機関と連携して取り組みたいテーマと高

等教育機関に依頼したい内容について説明した後、高等教育

機関ができる 

企画の想定スケジュール ✓ 自治体が考えている想定スケジュールを提示する。高等教育

機関は、4-7 月・夏休み・9-12 月・冬休み・1-3 月という期

間で授業のスケジュールが組まれているため、どの時期にど

のような事をするか協議する。 

プロジェクトの進め方 

・学生の募集 

✓ 高等教育機関に依頼したい内容に応じて、プロジェクトの進

め方を協議する。 

✓ 授業、ゼミ、課外活動等での作業時間の確保の方法や想定す

る学生数に合わせて、学生の募集方法が変わる。必修の授業

よりも公募の方が意欲の高い学生は集まりやすい。 

➢ ゼミ等の必修授業 

➢ 研究室の学生 

➢ 自由公募・課外活動（意欲の高い学生が集まりやすい） 

➢ 部活動 

✓ まだ研究室に所属していない、就職活動を始めていない学部

2、3 年生の方が時間を確保しやすい。１、２年生の場合、

先生の支援を多く必要とする場合もある。 

先生の関わり方 ✓ 学生主体のプロジェクトのため、先生には必要に応じて専門

的な検討方法の提示や助言等を依頼する。 

プロジェクトの予算 ✓ 自治体の予算か高等教育機関の研究費を活用する。 

✓ 学内の事務処理手続き上、学生に交通費等を支払いできない

場合もあり、コンサルタント等の第 3 者を仲介することで

事務処理の負担は減る。 
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（5） 学生の募集 

意欲の高い学生を公募する場合は、取り組むテーマが明確で「ポップで楽しい」雰囲

気の参加学生の募集フライヤーを作成する。フライヤーでは、学生の提案が地域を変

える取り組みに繋がる事もアピールする。 

 

図 6-23 学生募集のフライヤー 
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（6） 自治体からコンサルタント等に委託する際のモデル仕様書案 

自治体が高等教育機関と連携した公共交通利用促進の施策を進めるに当たって、コンサ

ルタントに発注するための仕様書案を下記に示す。 

 

１）プロジェクトの準備 

(ア) 利用促進のテーマの具体化 

高等教育機関と連携して取り組む企画の内容を具体化する。その際、高等教育機関に

依頼する内容や連携することで得られる効果を考慮すること。 

(イ) 連携先の高等教育機関の選定 

近隣地域の協力を依頼できる高等教育機関を選定して、連携プロジェクトの打診をす

ること。（事前協議 2 回程度） 

 

２）高等教育機関と連携したプロジェクトの実施支援 

選定した高等教育機関と連携プロジェクトの検討・実施の支援をする。 

(ア) ガイダンスの実施 

自治体の概要や公共交通の現状と課題、想定している企画内容について説明するため

のガイダンスを 1回行う。 

(イ) 現地調査の実施 

現地の現状や課題を把握、企画の検討を行うために現地調査を 1 回行う。 

(ウ) 企画の検討支援 

プロジェクトを進めるための時間（授業、ゼミ）を高等教育機関と調整して、定期的

にモニタリング、企画進行補助をすること（３回以上）。 

(エ) 企画の具体化支援 

企画の具体化に向けて、デザイン案の模型作成、モデルツアーの実施などを実施して

提案内容をより良いものにしながら具体化すること。 

 

３）地域公共交通会議などでの発表資料の作成支援 

高等教育機関が上記プロジェクトの進捗及び最終成果を地域公共交通会議等で発表

するための資料の作成を支援する（１回）。 

 

４）連携プロジェクトの効果検証 

上記連携プロジェクトによる利用促進の効果を検証する。（利用者ヒアリング、高等

教育機関ヒアリング） 

 

５）報告書作成 

前述までの検討内容について、報告書に取りまとめる。  

 

図 6-24 「高等教育機関と連携した地域公共交通の利用促進」業務委託のモデル仕様書 
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7. 連携推進フライヤー「学生が動かすバスプロ!! 求むまちと学校」 

今後、他の自治体、事業者、高等教育機関に本取り組みに興味を持ってもらうための利

用推進フライヤーを作成した。九州運輸局から当報告書の周知に活用し、高等教育機関と

連携した利用促進事業の横展開を行う素材とする。 
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